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奈
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受
付
日　

二
〇
二
三
年
四
月
十
三
日�

承
認
日　

二
〇
二
三
年
五
月
二
九
日

の
両
種
類
の
上
申
文
書
が
あ
り
、
前
者
が
大
宝
令
当
初
か
ら
存
在
し
、
後
者
が
和
銅

年
間
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
唐
代
の
考
簿
ま
た
は
考
解
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
唐
代
の
考
状
と
い
う
文
書
は
日
本
の
考
中
行
事
と
同
じ
機

能
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
日
本
と
唐
代
の
考
課
文
書
の
間
に
一
つ
大
き
な
相
違
点
が
存
在
し
、
そ
れ

は
文
書
に
書
か
れ
た
官
人
に
対
す
る
主
観
的
な
評
価
文
言
の
有
無
で
あ
り
、
そ
の
差

異
は
日
唐
官
人
制
の
論
理
の
差
異
や
律
令
受
容
過
程
に
お
け
る
令
文
と
実
態
と
の
矛

盾
に
理
由
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
理
由
で
「
考
状
」
と
い
う
文
書
が
短
期
間
に

姿
を
消
し
た
と
見
ら
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
官
人
制
、
考
課
制
度
、
考
状
、
文
書
様
式
、
考
中
行
事

は
じ
め
に

　

日
本
古
代
の
官
人
制
は
令
制
以
前
よ
り
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
受
け
、
次
第

に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

（
（
（

。
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
大
宝
律
令
が
頒
布
さ
れ
、

さ
ら
に
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
養
老
律
令
が
施
行
さ
れ
、
こ
う
し
た
律
令
の

編
纂
・
施
行
に
よ
っ
て
律
令
官
人
制
が
成
立
し
た
。
律
令
官
人
制
の
重
要
な
部
分
と

し
て
、「
考
課
」
と
呼
ば
れ
る
官
人
の
勤
務
評
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
養
老
令
に
「
考

課
令
」（
大
宝
令
で
は
「
考
仕
令
」）
と
い
う
編
目
に
そ
の
手
続
が
規
定
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
考
課
の
手
続
は
主
に
文
書
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
文
書
の
様
式
と
使
用
原
則
は

養
老
令
の
「
公
式
令
」
に
規
定
さ
れ
た
。

　

考
課
を
含
む
律
令
官
人
制
の
諸
問
題
に
関
し
、
野
村
忠
夫
氏
の
一
連
の
研
究
に
よ

【
論
文
要
旨
】

　

日
本
古
代
の
律
令
制
に
お
け
る
官
人
の
考
課
は
主
に
文
書
で
行
わ
れ
、
そ
う
し
た

考
課
文
書
は
考
文
と
考
状
の
二
種
類
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
考
文
の
内
容
は

既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、考
状
に
は
い
ま
だ
不
明
瞭
な
点
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
日
本
と
中
国
唐
代
の
考
課
文
書
を
比
較
し
、
文
書
様
式
や
文
書
の

伝
達
手
続
を
中
心
に
考
察
し
た
。

　

日
本
の
考
課
文
書
は
考
課
結
果
が
記
さ
れ
た
考
文
と
考
中
行
事
が
記
さ
れ
た
考
状
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る
成
果
が
重
要
で
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
同
氏
は
奈
良
時
代
の
考

課
に
つ
い
て
、
考
課
は
一
年
（
八
月
～
来
年
の
七
月
）
の
上
日
（
出
勤
日
数
）
に
満

た
す
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
、
官
人
の
職
位
に
よ
っ
て
内
長
上
・
内
分
番
・
外
長
上
・

外
散
位
に
区
分
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
評
価
基
準
が
設
け
ら
れ
た
が
、
実
態
で
は
考
課

の
等
級
が
長
上
は
「
中
上
」
と
、
番
上
は
「
上
」
と
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
か
な
り
機

械
的
で
あ
り
、
長
く
実
施
さ
れ
た
が
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
と
指
摘
し

た

（
（
（

。

　

野
村
説
に
対
し
、
寺
崎
保
広
氏
は
平
城
宮
式
部
省
跡
か
ら
出
土
し
た
考
課
関
係
の

木
簡
や
式
部
省
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
に
対
し
て
考
察
を
加
え
、
奈
良
時
代
前
期
に
お

い
て
は
長
上
官
の
「
中
中
」
等
級
や
番
上
官
の
「
中
」「
下
」
等
級
が
記
さ
れ
た
木

簡
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
令
制
当
初
の
考
課
は
規
定
通
り
に

厳
し
く
施
行
さ
れ
た
が
、
奈
良
時
代
後
期
に
な
る
と
次
第
に
形
骸
化
し
、
考
課
等
級

の
固
定
化
・「
考
状
」
の
姿
を
消
す
こ
と
に
反
映
さ
れ
る
考
問
の
形
式
化
・
礎
石
建

物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
曹
司
の
儀
式
空
間
の
成
立
三
者
が
そ
の
表
現
で
あ
り
、
こ

う
し
た
変
質
の
過
程
は
唐
代
と
の
類
似
性
が
見
出
せ
る
と
論
じ
た

（
（
（

。

　

野
村
説
と
寺
崎
説
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
考
状
」
と
い
う
奈
良
時
代
前
期

に
存
在
し
て
い
た
文
書
が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
「
考
状
」
に
つ
い
て
、
保
坂
佳

男
氏
は
考
文
に
記
さ
れ
た
善
最
・
評
価
を
勘
校
す
る
た
め
の
文
書
が
考
状
で
あ
る
と

指
摘
し
た

（
（
（

。
大
隅
清
陽
氏
は
日
唐
の
君
臣
関
係
を
検
討
す
る
際
に
、
正
倉
院
文

書
に
見
え
る
上
日
や
考
中
行
事
の
記
録
が
考
状
の
内
容
で
あ
る
と
指
摘
し
た

（
（
（

。

ま
た
田
原
光
泰
氏
は
考
状
が
大
宝
令
制
定
当
初
か
ら
存
在
す
る
文
書
で
は
な
く
、
和

銅
五
年
（
七
一
二
）
に
新
た
に
成
立
し
た
唐
令
に
由
来
す
る
日
本
独
自
の
文
書
で
あ

り
、
奈
良
時
代
後
期
以
降
に
そ
の
系
譜
が
「
考
帳
」
に
引
か
れ
た
と
指
摘
し

た

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
史
料
上
の
制
限
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
考
状
に
対
す
る

検
討
は
ほ
ぼ
法
制
史
料
や
国
史
の
記
録
を
利
用
し
て
そ
の
内
容
や
機
能
を
推
測
す
る

こ
と
で
あ
り
、
文
書
の
性
質
や
具
体
的
な
作
成
手
続
に
つ
い
て
の
考
察
は
不
足
し
て

い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
寺
崎
氏
や
田
原
氏
が
提
示
し
た
日
本
と
中
国
の
考
課
制
度
の
類
似

性
に
注
目
し
、
近
年
中
国
学
者
史
睿
氏
が
検
討
し
て
き
た
唐
代
考
状
と
思
わ
れ
る
ト

ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
「
唐
開
元
五
年
（
七
一
七
）
考
課
牒
草
」
（
（
（

と
い
う
こ
れ
ま

で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
史
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
日
唐
比
較
の
観
点
か
ら
日
本
の

「
考
状
」
と
い
う
文
書
の
性
質
を
再
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
律
令
考
課
制
度
研
究
で
は
日
本
と
唐
代
と
の
関
係
が
よ
く
指
摘
さ
れ

た
が
、
多
く
の
研
究
が
律
令
に
反
映
さ
れ
る
理
念
的
な
部
分
と
い
う
政
治
史
的
な
考

察
で
あ
り
、
具
体
的
な
考
課
手
続
を
扱
う
制
度
史
的
な
研
究
は
少
な
い
。
本
稿
は
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
「
考
状
」
と
い
う
考
課
文
書
の
作
成
手
続
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
日
唐
考
課
制
度
の
異
同
を
比
較
し
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
官
人
制

の
独
自
性
を
よ
り
明
確
に
し
た
い
と
考
え
る
。

一
、
日
本
の
考
課
文
書

　

は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
律
令
考
課
制
度
に
お
い
て
、
考
課
文
書
が
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本
章
は
主
に
法
制
史
料
な
ど
に
み
え
る
考
課
文
書
の
規
定
を

確
認
す
る
。
ま
ず
は
律
令
条
文
を
検
討
し
、
考
課
文
書
の
種
類
に
関
す
る
規
定
を
確

認
す
る
。
養
老
考
課
令
で
は
主
に
考
課
令
1
内
外
官
条
と
考
課
令
63
応
考
之
官
条
よ

り
二
つ
の
考
課
文
書
が
確
認
で
き
る
。
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【
史
料
一
】
養
老
考
課
令
1
内
外
官
条

凡
内
外
文
武
官
初
位
以
上
、
毎
レ

年
当
司
長
官
、
考
二

其
属
官
一

。
応
レ

考
者
、
皆

具
録
二

一
年
功
過
行
能
一

、
並
集
対
読
。
議
二

其
優
劣
一

、
定
二

九
等
第
一

。
八
月

三
十
日
以
前
校
定
。
京
官
畿
内
、
十
月
一
日
、
考
文
申
二

送
太
政
官
一

。
外
国
、

十
一
月
一
日
、
附
二

朝
集
使
一

申
送
。
考
後
功
過
、
並
入
二

来
年
一

。〈
若
本
司
考

訖
以
後
、
省
未
レ

校
以
前
、
犯
レ

罪
断
訖
、
准
レ

状
合
二

解
及
貶
降
一

者
、
仍
即
附
校
、

有
レ

功
応
レ

進
者
、
亦
准
レ

此
。〉
無
二

長
官
一

次
官
考
。

【
史
料
二
】
養
老
考
課
令
63
応
考
之
官
条

凡
応
レ

考
之
官
、
犯
レ

罪
案
成
者
、
考
日
即
附
二

考
状
一

。
若
他
司
人
、
有
二

功
過
一

者
。
録
牒
二

本
司
一

附
レ

考
。
其
在
京
断
罪
之
司
、
所
断
之
罪
、
九
月
卅
日
以
前
、

並
録
送
レ

省
。

　
【
史
料
一
】は
内
外
文
武
官
考
文
の
作
成
手
続
と
提
出
期
限
に
関
す
る
規
定
で
、【
史

料
二
】は
本
司
官
人
の
犯
罪
や
他
司
で
の
功
過
の
処
理
な
ど
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

両
史
料
よ
り
、功
過
行
能
が
記
入
さ
れ
る
「
考
文
」
と
犯
罪
が
記
入
さ
れ
る
「
考
状
」

両
者
が
養
老
令
段
階
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、『
令
集
解
』
に

引
か
れ
る
古
記
（
大
宝
令
の
注
釈
書
）
か
ら
復
元
さ
れ
る
大
宝
考
仕
令
応
考
之
官
条

及
び
戸
令
国
守
巡
行
条
に
は
「
考
状
」
の
部
分
が
確
認
で
き
ず
、
大
宝
令
制
に
お
い

て
「
考
状
」
と
い
う
文
書
の
存
否
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

【
史
料
三
】
大
宝
令
の
復
元

　

A
考
仕
令
応
考
之
官
条

凡
応
レ

考
之
官
、
犯
レ

罪
案
成
者
、〔
毎
年
〕

考○

○日
即
附△
二

考△

状
一

。
若○

○

○

○

他
司
人
、

有○
二

功○

○過
一

者○

。
録△

△牒
二

本△

△司
一

附
レ

考
。
其
在
京
断△

△

△

△

罪
之
司
、
所△

△

△

△

断
之
罪
。
九
月

卅
日
以
前
。
並
録
送
レ

省
。

　

B
戸
令
国
守
巡
行
条

凡
国
守
、
毎
レ

年
一
巡
二

行
属
郡
一

、（
中
略
）
其
政○

○績
能
不
、
及
𨗈○

○

○

○

迹
善
悪
、
皆

録
入
二

考
状
一

、
以
為
二

褒
貶
一

。
即○

事
有○
二

侵○

○害
一

、
不
レ

可
レ

待
レ

至
レ

考
者
、
随
レ

事
糺
推
。

　
【
史
料
三
】
は
大
宝
考
仕
令
応
考
之
官
条
及
び
戸
令
国
守
巡
行
条
の
復
元
で
あ
り
、

「
○
」
を
付
け
る
文
字
は
『
令
集
解
』
に
間
接
的
に
引
用
さ
れ
、
復
元
が
ほ
ぼ
確
実

な
も
の
で
あ
り
、「
△
」
を
付
け
る
文
字
は
明
法
家
の
注
釈
に
言
及
さ
れ
、
ま
た
は

存
在
の
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
り
、〔
〕
内
の
文
字
は
大
宝
令
に
あ
り
、
養
老
令

で
削
除
さ
れ
た
文
字
で
あ
る

（
（
（

。
戸
令
国
守
巡
行
条
は
復
元
で
き
る
文
字
が
少
な

く
、
確
認
で
き
な
い
が
、
考
仕
令
応
考
之
官
条
は
「
毎
年
考
日
附
レ

考
、
若
他
司
人
、

有
二

功
過
一

者
。
録
牒
二

本
司
一

」
と
復
元
で
き
、「
状
」
と
い
う
文
字
の
み
が
復
元
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
存
在
が
確
か
に
疑
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
慶
雲
・
和
銅
年
間
（
七
〇
四
～
七
一
五
）
陰
陽
寮
の
考
文
と
さ
れ
る
「
官

人
考
試
帳
」（
二
四
552
）
に
「
過
従
駕
人
数
誤
記
漏
失
」
と
復
元
で
き
る
文
言
が
見

え

（
（
（

、
復
元
大
宝
考
仕
令
応
考
之
官
条
の
「
毎
年
考
日
附
考
」
と
の
規
定
に
も
合

致
し
、
こ
の
場
合
は
「
毎
年
考
課
の
日
に
考
文
に
附
け
よ
」
と
解
釈
で
き
る
。
同
様

な
過
失
の
記
載
が
養
老
令
施
行
以
降
の
『
政
事
要
略
』
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
太
政

官
符

（
（1
（

に
は
見
え
な
い
。
当
該
文
言
以
外
の
部
分
は
す
べ
て
「
官
人
考
試
帳
」
と
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同
じ
様
式
で
あ
り
、
こ
の
太
政
官
符
も
考
文
だ
と
考
え
ら
れ
、
養
老
考
課
令
応
考
之

官
条
の
「
考
日
即
附
二

考
状
一

」
と
い
う
規
定
に
従
え
ば
、
過
失
の
記
載
は
考
文
か
ら

考
状
に
移
ら
せ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
大
宝
～
天
平
宝
字
の
間
に
、
考

課
文
書
は
考
文
の
み
か
ら
考
文
・
考
状
二
種
類
へ
と
の
変
化
が
発
生
し
た
と
推
測
で

き
る
。

　

こ
う
し
た
考
状
の
成
立
に
つ
い
て
、
田
原
氏
は
『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
詔
「
凡

国
司
、
毎
年
実
二

録
官
人
等
功
過
行
能
并
景
迹
一

、
皆
附
二

考
状
一

申
二

送
式
部

省
一

」
（
（1
（

と
の
記
載
に
注
目
し
、
長
屋
王
の
式
部
卿
在
任
中
の
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
和
銅
五
年
に
考
状
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る

（
（1
（

。
ま
た
、

考
状
の
送
付
に
つ
い
て
、
当
初
は
式
部
省
に
送
る
べ
き
考
状
は
、
和
銅
六
年
に
「
太

政
官
処
分
、
凡
諸
司
功
過
者
、
皆
申
送
二

弁
官
一

、
乃
官
下
二

式
部
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、

送
付
対
象
が
式
部
省
か
ら
弁
官
に
変
更
さ
れ
た
と
保
坂
氏
が
指
摘
し
た

（
（1
（

。

　

以
上
は
考
課
文
書
の
種
類
規
定
を
確
認
し
て
き
た
が
、
保
坂
氏
が
指
摘
し
た
考
状

の
申
送
を
含
め
、
考
課
文
書
の
申
送
手
続
の
規
定
に
つ
い
て
も
詳
し
く
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
文
書
の
実
例
に
つ
い
て
、
前
掲
「
官
人
考
試
帳
」
及
び
「
造
東

大
寺
司
解
申
長
上
成
選
事
」（
二
五
114
）
が
「
考
文
」
と
「
選
文
」
の
実
例
だ
と
思

わ
れ
、実
際
に
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、そ
の
送
付
に
つ
い
て
、「
出

雲
国
計
会
帳
」（
一
586
）の
解
部
に
、天
平
五
年
十
月
二
十
一
日
弁
官
宛
の
公
文
に「
考

文
三
巻
、
考
状
一
巻
、
選
文
一
巻
」
と
あ
り
、
考
課
文
書
は
実
際
に
諸
国
か
ら
朝
集

使
に
よ
っ
て
太
政
官
に
持
参
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

（
（1
（

。
ま
た
、
平
城
宮
式

部
省
跡
付
近
の
溝
状
遺
構SD

11640

よ
り
「
多
褹
嶋
〈
考
六
巻
、状
六
巻
〉
／
三
番
」

（『
平
城
宮
木
簡
六
』
九
九
八
六
号
）
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
、
考
文
・
考
状
が

式
部
省
ま
で
送
付
さ
れ
、
そ
こ
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
に
よ
り
、
考

課
文
書
は
実
際
に
作
成
・
送
付
・
審
査
さ
れ
、
考
課
手
続
に
お
い
て
機
能
し
て
い
た
。

で
は
、
実
態
に
お
け
る
考
課
文
書
の
送
付
は
令
規
定
通
り
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

古
文
書
に
み
え
る
考
課
・
選
叙
文
書
に
つ
い
て
、
考
文
・
考
状
・
選
文
は
セ
ッ
ト

で
送
付
さ
れ
、
前
述
「
出
雲
国
計
会
帳
」
に
よ
れ
ば
、
下
級
官
司
か
ら
上
級
官
司
へ

の
上
行
文
書
で
あ
る
解
式
を
取
り
、
各
官
司
か
ら
太
政
官
に
属
す
る
弁
官
に
送
付
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、「
勝
宝
元
年
十
月
一
日
造
東
大
寺
司
解
」（
二
五
68
）【
史
料
五
】

に
よ
れ
ば

（
（1
（

、
選
文
の
書
き
止
め
文
言
は
「
謹
解
」
で
あ
る
か
ら

（
（1
（

、
太
政
官

に
上
申
す
る
解
文
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
平
城
宮
中
央
区
朝
堂
院
南
方

の
溝
状
遺
構SD

3715

よ
り
出
土
し
た
「
天
平
宝
字
四
年
」
と
「
考
状
〔
帳
ヵ
〕」

な
ど
文
字
が
書
か
れ
た
文
書
軸
（『
平
城
宮
木
簡
七
』
一
一
九
四
八
号
）
を
参
照
し
、

考
状
が
ま
と
め
て
太
政
官
ま
で
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、『
政

事
要
略
』
に
見
え
る
天
暦
五
年
太
政
官
符
は
符
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
太
政
官
か
ら

式
部
省
に
送
付
す
る
考
文
で
あ
る
た
め
、
太
政
官
の
み
の
特
例
と
考
え
ら
れ
、
文
書
・

木
簡
な
ど
の
実
例
を
考
え
、
一
般
的
な
考
文
・
考
状
は
太
政
官
宛
の
解
文
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
が
な
い
。

【
史
料
五
】「
勝
宝
元
年
十
月
一
日
造
東
大
寺
司
解
」（
二
五
68
、
一
部
）

　

1　
　

小
心
謹
卓
執
当
幹
了

　

2　
　
　
　

右
、
一
年
史
生
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
並
」

　

3
前
件
二
人
、
六
考
日
一
千
七
百
九
十
三
、六
考
分
番
中
上
、

　
　
　
　
「
番
上
」
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4
謹
件
状
足
選
之
状
、
具
条
如
前
、
謹
解

　

5　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
勝
宝
元
年
「
十
月
一
日
」

　

次
い
で
、「
養
老
令
」
及
び
そ
の
後
の
「
弘
仁
式
」「
延
喜
式
」
を
検
討
す
る
。
考

課
文
書
の
送
付
は
主
に
以
下
の
手
続
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
送
付
手
続
を
見
れ
ば
分
か

る
が
、
前
述
の
文
書
・
木
簡
に
反
映
さ
れ
る
手
続
は
「
養
老
令
」「
弘
仁
／
延
喜
式
」

の
規
定
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
文
書
送
付
は
律
令
規
定
の
通
り
に
行

わ
れ
、こ
う
し
た
手
続
は
弘
仁
・
延
喜
式
の
時
代
に
至
っ
て
も
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

①
八
月
末
以
前
、
本
司
長
官
が
考
を
定
め
る

（
（1
（

。

　

②
九
月
中
、
本
司
で
考
課
文
書
を
作
成

（
（1
（

。

　

③�

十
月
一
～
三
日
（
外
官
は
十
一
月
一
日
）、
長
上
官
考
文
は
太
政
官
に
、
番
上

官
は
直
接
省
に
送
付

（
（2
（

。

　

④
十
月
中
、
京
官
の
考
を
校
定
し
、
官
司
単
位
で
考
問
の
後
、
考
人
を
引
唱

（
（2
（

。

　

⑤
十
一
月
中
、
外
官
の
考
を
校
定
し
、
朝
集
使
を
考
問

（
（2
（

。

　

⑥
十
二
月
中
、
省
で
考
目
録
・
考
別
記
を
作
成

（
（2
（

。

　

⑦
正
月
三
日
、
省
は
考
目
録
を
太
政
官
に
提
出

（
（2
（

。

　

③
に
み
え
る
よ
う
に
、
主
に
下
級
官
人
か
ら
構
成
し
た
分
番
官
の
考
選
文
に
つ
い

て
、『
延
喜
式
』【
史
料
六
】
で
は
十
月
二
日
（
外
国
十
一
月
一
日
）
に
直
接
式
部
省

に
提
出
す
る
と
規
定
し
た
。
し
か
し
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
の
選
文
【
史
料

五
】
に
異
筆
で
「
番
上
」
と
注
記
さ
れ
て
分
番
官
の
選
文
だ
と
認
め
ら
れ
る
が
、
書

き
止
め
の
「
謹
解
」
に
注
記
が
な
い
た
め
、
十
月
一
日
に
番
上
考
選
文
は
太
政
官
に

送
付
さ
れ
る
こ
と
は
当
時
に
問
題
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
奈
良
時
代

中
期
ま
で
は
の
ち
の
弘
仁
・
延
喜
式
の
規
定
と
は
異
な
り
、
分
番
官
の
考
選
文
も
太

政
官
に
送
付
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
手
続
は
天
平
勝
宝
以
降
に
改
変
さ
れ
て
『
延

喜
式
』
の
規
定
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
手
続
の
変
遷
は
寺
崎
氏
が
指

摘
し
た
考
課
制
度
の
衰
頽

（
（2
（

に
よ
る
考
課
文
書
内
容
の
変
遷
か
ら
影
響
を
受
け
た

と
推
測
し
て
い
る
。
伝
達
手
続
と
文
書
の
関
係
を
検
討
す
る
た
め
、
考
文
・
考
状
の

内
容
を
具
体
的
に
分
析
す
べ
き
だ
が
、
考
状
の
実
例
と
思
わ
れ
る
文
書
が
現
時
点
で

は
一
例
も
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、日
本
史
料
だ
け
で
は
こ
れ
以
上
の
議
論
は
で
き
な
い
。

【
史
料
六
】『
延
喜
式
』
式
部
省
式
下
31
諸
司
畿
内
番
上
考
選
文
進
省
条

文
官
及
畿
内
国
司
勘
二

造
番
上
考
選
文
一

、十
月
二
日〈
外
国
十
一
月
一
日
〉集
レ

省
。

　

本
章
は
考
課
文
書
が
主
に
考
課
結
果
が
記
さ
れ
た
考
文
と
景
迹
善
悪
が
記
さ
れ
た

考
状
の
二
種
類
が
あ
り
、
考
文
は
大
宝
令
制
当
初
か
ら
存
在
し
、
考
状
は
和
銅
五
年

に
新
た
に
創
設
さ
れ
、
両
者
と
も
諸
司
か
ら
太
政
官
ま
で
送
付
さ
れ
る
解
文
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
、
送
付
手
続
は
令
制
当
初
か
ら
延
喜
式
制
ま
で
大
き
く

変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
文
書
内
容
の
変
遷
に
連
動
し
て
細
則
が
改
変
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
論
じ
た
。
史
料
の
制
限
に
よ
り
、不
明
瞭
な
点
も
多
数
存
在
し
て
い
る
が
、

次
い
で
は
日
本
令
の
母
法
で
あ
る
唐
令
の
考
課
規
定
を
考
察
し
、
残
存
史
料
が
比
較

的
に
多
い
唐
代
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
考
課
制
度
に
お
け
る
不
明
瞭
な
点

を
解
明
し
た
い
と
考
え
る
。

二
、
唐
代
の
考
課
文
書

　

本
章
の
課
題
は
、
唐
代
の
考
課
制
度
の
検
討
を
通
じ
、
考
課
の
手
続
や
文
書
の
処
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理
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
の
考
状
に
相
当
す
る
文
書
の
存
否
及
び
そ
の
様
式
・

機
能
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る

（
（2
（

。『
唐
令
拾
遺
』
に
復
旧
さ
れ
た
考
課
令
条
文

の
多
く
は
開
元
令
で
あ
り
、
大
宝
令
の
藍
本
で
あ
る
永
徽
令
が
少
な
い
。
永
徽
年
間

（
六
五
〇
～
六
五
五
）
～
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
に
尚
書
吏
部
を
め
ぐ
り
、

度
々
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
唐
の
官
人
制
を
検
討
す
る
際
に
注
意
を
払
う
べ
き
で

あ
る

（
（2
（

が
、
本
稿
で
扱
う
考
課
文
書
に
関
し
て
は
大
き
な
変
遷
が
な
く
、
開
元
令

文
を
使
っ
て
そ
の
考
察
が
行
え
る
。
素
材
と
な
る
の
は
『
唐
令
拾
遺
』
復
旧
考
課
令

第
1
・
2
条
【
史
料
七
・
八
】
で
あ
る
。

【
史
料
七
】『
唐
令
拾
遺
』
考
課
令
復
旧
第
1
条
〔
開
元
七
・
同
二
五
年
令
〕

諸
内
外
文
武
官
九
品
已
上
、
毎
レ

年
当
司
長
官
、
考
二

其
属
官
一

。
応
レ

考
者
、
皆

具
録
二

一
年
功
過
行
能
一

、
対
レ

衆
読
、
議
二

其
優
劣
一

、
定
二

九
等
考
第
一

。
京
官

九
月
三
十
日
已
前
校
定
、外
官
去
レ

京
一
千
五
百
里
内
、八
月
三
十
日
已
前
校
定
、

三
千
里
内
、
七
月
三
十
日
已
前
校
定
、
五
千
里
内
、
五
月
三
十
日
已
前
校
定
、

七
千
里
内
、
三
月
三
十
日
已
前
校
定
、
万
里
内
、
正
月
三
十
日
已
前
校
定
。
本

州
定
訖
、
京
官
十
月
一
日
送
レ

簿
、
外
官
朝
集
使
送
レ

簿
、
限
二

十
月
二
十
五
日

已
前
一

到
レ

京
。
考
後
功
過
並
入
二

来
年
一

。〈
若
本
司
考
訖
以
後
、
尚
書
省
未
レ

校

以
前
、
犯
レ

罪
断
訖
、
准
レ

状
合
二

解
及
貶
降
一

者
、
仍
即
附
校
、
有
レ

功
応
レ

進
者
、

亦
准
レ

此
。〉
無
二

長
官
一

、
次
官
考
。
県
令
已
下
及
関
鎮
戍
官
・
岳
涜
令
、
並
州

考
、
津
非
レ

隷
レ

監
者
、
亦
州
考
。

【
史
料
八
】『
唐
令
拾
遺
』
考
課
令
復
旧
第
2
条
〔
開
元
二
五
年
令
〕

諸
官
人
景
迹
功
過
、
応
レ

附
レ

考
者
、
皆
須
二

実
録
一

、
其
前
任
有
レ

犯
二

私
罪
一

、

断
在
二

今
任
一

者
、
同
二

見
任
法
一

。
即
改
レ

任
、
応
下

計
二

前
任
日
一

為
上
レ

考
者
、
功

過
並
附
、
其
状
不
レ

得
レ

過
二

両
紙
一

。
州
県
長
官
、
須
レ

言
二

戸
口
田
地
一

者
、
不
レ

得
レ

過
二

三
紙
一

、
注
二

考
正
之
最
一

。

　

復
旧
唐
令
よ
り
、
唐
の
考
課
文
書
の
送
付
手
続
が
分
か
る
。
ま
ず
は
京
官
が
九
月

三
十
日
以
前
（
外
官
は
正
月
三
十
日
～
八
月
三
十
日
以
前
）
に
本
司
長
官
が
考
を
定

め
る
。
次
い
で
に
京
官
は
十
月
一
日
に
簿
を
尚
書
省
に
送
り
、
外
官
は
十
月
二
十
五

日
以
前
に
朝
集
使
に
よ
っ
て
尚
書
省
ま
で
送
付
す
る
。
復
旧
第
1
条
に
「
簿
」
と
い

う
文
書
が
見
え
る
。『
冊
府
元
亀
』
銓
選
部
考
課
及
び
『
五
代
会
要
』
巻
十
五
考
功

に
「
准
二

考
課
令
一

、
諸
毎
年
考
簿
集
日
、
考
司
校
勘
、
色
別
為
レ

簿
、
具
言
二

功
過
一

」

と
あ
り
、『
唐
令
拾
遺
』
で
は
こ
れ
を
考
課
令
復
旧
第
41
条
〔
開
元
七
・
同
二
五
年
令
〕

と
し
て
い
る
。
本
条
唐
令
に
見
え
る
「
考
簿
」
が
復
旧
第
1
条
の
「
簿
」
で
あ
り
、『
唐

会
要
』
巻
八
二
考
下
咸
通
十
四
年
（
八
七
三
）
条
に
「
以
二

旧
例
一

考
簿
上
中
下
字
朱

書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
考
第
が
「
考
簿
」
に
書
か
れ
、
復
旧
第
1
条
の
「
定
二

九
等

考
第
一

」
に
当
た
る
。
ま
た
、「
考
簿
」
の
別
称
は
「
考
解
」
と
考
え
る
。『
唐
会
要
』

巻
八
二
考
下
大
中
六
年（
八
五
二
）七
月
条
に「
又
近
日
諸
州
府
所
レ

申
考
解（
中
略
）、

又
諸
道
所
レ

申
考
解
、
従
レ

前
十
月
二
十
五
日
到
二

都
省
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
考
解
」

が
地
方
州
府
や
諸
道
か
ら
十
月
二
十
五
日
以
前
に
尚
書
省
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
分

か
り
、
復
旧
第
1
条
の
考
簿
規
定
に
合
致
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
復
旧
第
2
条
に
は
「
状
」
が
見
え
、「
景
迹
功
過
」
の
記
入
及
び

二
紙
・
三
紙
と
い
う
制
限
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
「
状
」
と
い
う
文
書
は
前
掲
『
唐

会
要
』
大
中
六
年
七
月
条
に
「
凡
官
人
申
二

考
状
一

、
不
レ

得
三

過
二

二
紙
・
三
紙
一

」
と

あ
る
よ
う
に
、「
考
状
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
考
状
」
は
本
司
が
直
接
に
作
っ
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て
尚
書
省
に
送
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
所
在
官
司
で
勤
務
内
容
を
録
し
、
本
司
を

経
て
尚
書
省
に
送
付
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
前
掲
『
唐
会
要
』
大
中
六
年
七

月
条
に
「
又
近
年
以
来
、
刺
史
皆
自
録
二

課
績
一

申
レ

省
。（
中
略
）
自
今
已
後
、
其
巡

内
刺
史
、
請
下

並
委
二

本
道
観
察
使
一

定
中

其
考
第
上

。
然
後
録
申
二

本
州
一

。
不
レ

得
下

自

録
二

課
績
一

申
上
レ

省
」
と
あ
り
、
当
時
の
実
態
と
し
て
は
本
司
長
官
で
あ
る
刺
史
が
自

分
の
勤
務
内
容
を
録
し
て
直
接
尚
書
省
に
送
っ
た
が
、
以
降
は
刺
史
を
管
轄
す
る
観

察
使
に
送
り
、
観
察
使
の
審
査
を
経
て
再
度
州
府
に
戻
っ
て
か
ら
尚
書
省
に
送
付
す

る
と
い
う
手
続
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
唐
令
の
方
針
と
し
て
は
「
考
状
」
が
「
官
人
→

本
司
→
尚
書
省
」
と
い
う
三
段
階
構
成
で
あ
り
、「
考
解
」
の
「
本
司
→
尚
書
省
」

と
い
う
二
段
階
構
成
と
は
異
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、唐
考
課
令
に
規
定
さ
れ
た
考
課
文
書
を
考
察
し
た
。「
考
状
」「
考

解
」
二
種
類
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
様
式
は
名
前
通
り
に
状
式
・
解
式
だ
と
判

断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。『
唐
六
典
』
に
お
け
る
公
文
書
様
式
に

（
（2
（

解
式
は
存

在
せ
ず
、『
唐
令
拾
遺
』
に
解
式
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
公
式
令
解
式
は
復
旧

さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
唐
六
典
』
状
式
は
近
臣
が
皇
帝
に
提
出
す
る
場
合
に
用
い

ら
れ
る
文
書
様
式
で
あ
り
、
官
司
間
に
お
け
る
考
課
文
書
の
提
出
に
使
う
様
式
と
は

考
え
難
い
。
し
か
し
、
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
よ
り
、『
唐
六
典
』
に
お
け

る
公
文
書
体
系
が
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館

蔵Pel.chin.2819

号
文
書
「
開
元
公
式
令
残
巻

（
（2
（

」
に
「
凡
応
二

為
レ

解
向
レ

上
一

者
、

上
官
向
レ

下
皆
為
レ

符
」
と
あ
り
、
解
式
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
『
唐
六
典
』
に
存
在
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
が
多
く
あ
り
、

主
に
出
土
文
書
の
様
式
と
そ
の
機
能
の
議
論
に
集
中
し
て
い
る
が
、
特
に
前
述
の
考

課
文
書
と
関
わ
る
解
式
・
状
式
・
牒
式
に
つ
い
て
、
異
な
っ
て
い
る
論
点
が
少
な
く

な
い
。
解
式
に
関
し
て
、
赤
木
崇
敏
氏
が
西
州
の
政
務
運
営
に
お
い
て
、
公
式
令
規

定
の
解
式
・
移
式
・
刺
式
の
機
能
が
牒
式
・
状
式
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
、
上
申
文
書

と
し
て
申
式
も
存
在
し
て
い
た
と
論
じ
、【
図
1
】
の
よ
う
に
西
州
に
お
け
る
文
書

伝
達
体
系
を
ま
と
め
た

（
（3
（

。
そ
れ
に
対
し
、
劉
安
志
氏
は
赤
木
氏
が
申
式
と
さ
れ

る
文
書
様
式
こ
そ
が
解
式
で
あ
り
、「
県
（
及
び
折
衝
府
）
→
州
→
尚
書
省
」
の
場

合
に
解
式
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
特
徴
と
し
て
は
「
為
申
某
事
」「
今
以
状
申
」「
謹
以

状
申
」「
以
状
録
申
」「
具
状
録
申
」
な
ど
「
申
」
字
を
含
む
文
言
を
持
つ
こ
と
、
及

び
長
官
・
通
判
官
な
ど
官
人
の
署
名
が
文
書
の
中
部
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と

指
摘
し
た

（
（3
（

。
ま
た
、
呉
麗
娯
氏
は
解
式
・
申
式
が
宋
代
の
申
状
式
と
の
関
連
を

指
摘
し
、「
申
」
字
が
あ
る
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
解
式
文
書
で
あ
る
と
は
限
ら
な

い
と
論
じ
た

（
（3
（

。

【図 1】　西州における文書の流れ【赤木 2008、95頁】

西州における唐代前半期の地方文書行政の流れ

民政組織 軍政組織
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先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
唐
考
課
令
に
規
定
さ
れ
た
「
考
簿
」「
考
解
」「
考
状
」
な

ど
考
課
文
書
の
様
式
は
実
際
の
文
書
行
政
に
上
申
文
書
の
場
合
に
使
用
さ
れ
る
申
式

（
ま
た
は
解
式
）・
状
式
・
牒
式
に
比
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
具
体
的
な
考
課

文
書
の
実
例
を
考
察
し
な
が
ら
詳
し
く
議
論
し
て
い
き
た
い
。
唐
開
元
年
間
の
考
課

文
書
と
想
定
さ
れ
る
文
書
と
し
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
三
四
一
号

墓
か
ら
出
土
し
た
「
唐
開
元
五
年
考
課
牒
草
」
が
挙
げ
ら
れ
、
唐
長
孺
編
『
吐
魯
番

出
土
文
書
』
に
釈
文
が
掲
載
さ
れ
る

（
（3
（

。
史
睿
氏
は
他
の
出
土
文
書
を
利
用
し
、

改
め
て
釈
読
し
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
九
】「
唐
開
元
五
年
考
課
牒
草
」（
史
睿
復
元
案
）

　
　
（
前
闕
） 

　

1
並
游
弈
、
斥
候
、
探
羅
、
界
内
無
□

　

2
処
、
鞍
馬
□
□
無
損
、
部
（
剖
？
）
判
府
務

　

3
無
稽
、
兵
士
無
冤
、
官
馬
十
馱
肥
碩
。

　

4
一
、
去
年
考
〔
後
〕
以
来
、
不
請
私
假
、

　
　

亦
無
犯
負
。

　

5
牒
件
通
開
元
五
年
考
［　

］

　

6　
　

開
元
五
年
三
月
十
一
日

　
　
（
後
闕
）

　

本
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
史
氏
が
1
行
目
と
2
行
目
を
『
唐
令
拾
遺
』
考
課
令

復
旧
32
・
33
条
の
「
牧
官
之
最
」
と
「
鎮
防
之
最
」
の
内
容
に
比
定
し
、
ま
た
3
行

目
は
軍
事
関
係
の
内
容
で
あ
る
な
ど
と
指
摘
し
た
。
同
氏
は
本
文
書
が
衛
官
の
考
状

だ
と
推
測
し
、
本
文
書
の
内
容
及
び
『
令
集
解
』
諸
説
に
よ
り
、
考
状
の
内
容
を
以

下
の
よ
う
に
復
元
し
た
。

第
一
紙

　

官
位　

姓
名

　

右
前
件
官
人
考
日
若
干

第
二
紙

　

一
、
功
過
行
能

　

…
…

　

牒
件
状
如
前
、
謹
牒

　
　
　

某
年
某
月
某
日

　

問
題
と
な
る
の
は
第
一
紙
の
「
考
日
若
干
」
の
部
分
で
あ
る
。
史
氏
の
復
元
根
拠

は
『
令
集
解
』「
仮
令
、
考
文
云
、
官
位
姓
名
、
不
考
日
若
干
」
と
い
う
内
容
で
あ

る

（
（3
（

。
同
氏
は
「
不
考
日
」
を
「
考
日
」
に
変
更
し
、
唐
の
考
課
文
書
と
し
て
復

元
し
た
。
し
か
し
、「
考
日
」
と
い
う
用
語
は
前
掲
【
史
料
二
】
の
「
考
日
即
附
二

考

状
一

」
や
『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
詔
に
み
え
る
「
考
日
勘
問
」
の
よ
う
に
、「
考
課

が
行
わ
れ
た
日
」と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
例
も
存
在
す
る
。
史
氏
が
言
っ
た「
考

日
若
干
」
は
実
際
に
前
述
「
官
人
考
試
帳
」（
二
四
552
）
に
み
え
る
「
日
三
百
九
」

や
『
政
事
要
略
』
天
暦
五
年
官
符
に
み
え
る
「
上
日
九
十
九
」
と
同
じ
で
あ
り
、
考

課
関
係
の
木
簡
や
古
文
書
に
「
考
日
若
干
」
の
形
で
上
日
数
を
記
載
す
る
例
は
な
い
。

こ
の
た
め
、「
考
日
」
と
い
う
用
語
で
勤
務
日
数
を
表
現
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
国
史
大
系
本
に
従
っ
て
本
条
集
解
の
文
を
「
不
考
日
若
干
」
と
読
む
の

は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
本
条
古
記
の
前
提
は
「
其

有
二

功
過
灼
然
一

、
理
合
二

黜
陟
一

者
、
雖
レ

不
レ

満
レ

日
、
別
記
送
レ

省
」
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
当
該
官
人
は
勤
務
日
数
が
足
り
な
い
た
め
、
本
来
考
課
の
対
象
で
は
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
考
課
の
対
象
外
に
な
る
例
は
前
掲
天
暦
五
年
官
符
に
見
え
、「
不
考

／
大
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
顕
忠
、
上
日
九
十
九
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
不
考
」
が

明
記
さ
れ
て
い
た
。
故
に
、
勤
務
日
数
が
不
足
し
た
官
人
を
対
象
と
す
る
本
条
古
記

に
お
け
る
「
仮
令
」
の
考
文
に
は
、「
不
考
」
と
い
う
項
目
の
み
存
在
す
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
、
本
条
古
記
は
「
仮
令
、
考
文
云
、
官
位
姓
名
、
不
考
、

日
若
干
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
改
め
て
唐
代
の
考
課
事
例
を
検
討
し
、
開
元
年
間

に
張
九
齢
に
出
さ
れ
た
唐
玄
宗
の
御
注
考
詞
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。『
曲
江
集
』

に
三
通
の
考
詞
が
あ
り
、様
式
か
ら
は
考
課
終
了
後
に
官
人
に
発
給
さ
れ
た
「
考
牒
」

の
可
能
性
が
あ
る

（
（3
（

。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
在
中
書
省
日
」「
在
尚
書
省
日
」
と
あ
り
、

こ
の
「
在
某
司
日
」
と
い
う
文
言
が
唐
代
考
状
の
形
式
に
近
い
と
考
え
、
復
元
案
の

「
右
前
件
官
人
考
日
若
干
」
を
「
右
前
件
官
人
在
某
司
日
」
と
修
正
し
た
い
。

　

次
い
で
、
本
文
書
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
本
文
書
の
5
・

6
行
目
は
赤
木
案
の
状
式
【
史
料
十
】
に
類
似
し
、
考
課
関
係
の
上
申
文
書
と
考
え

て
特
に
問
題
な
い
。
史
氏
は
こ
れ
を
某
県
→
西
州
の
文
書
と
し
た
が
、
赤
木
氏
に
よ

れ
ば
、
同
州
管
下
の
五
県
か
ら
州
府
に
送
付
す
る
文
書
は
す
べ
て
申
式
を
用
い
、
状

式
ま
た
は
牒
式
を
用
い
な
い

（
（3
（

。

【
史
料
十
】
唐
申
式
、
状
式
（
赤
木
崇
敏
案
）

　

①
申
式

1
発
出
主
体　

事
書
（
為
申
某
事
）

2　

案
件
の
人
・
物

3　
　

右
（
本
文
）
者
、
謹
依
録
申
／
今
以
状
申

4
県
令　

県
丞

5
宛
先
（
西
州
都
督
府
某
曹
司
）件
状
如
前
、
謹
録
依
申
請
請
裁
、
謹
上

6　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
月
日　

尉　

上

7　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

録
事

8　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐

9　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史

　

②
状
式

1
発
出
主
体
状
上
宛
先

2　

事
書

3　
　

右
（
本
文
）
謹
録
状
上
／
謹
状
／
請
処
分
／
謹
牒

4　

牒
件
状
如
前
、
謹
牒

5　
　
　
　
　

年
月
日　

発
信
者　

牒

　

本
文
書
の
性
質
を
考
え
る
上
、以
下
の
考
課
内
容
と
関
わ
る
用
語
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
。

　

1�

「
游
弈
」：
兵
士
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
地
理
環
境
に
詳
し
い
者
で
、
付
近
の

巡
察
に
務
め
る
。『
通
典
』
巻
一
五
二
兵
典
五
に
「
游
弈
、于
二

軍
中
一

選
二

驍
果
一

、

諳
二

山
川
・
泉
井
者
一

充
（
中
略
）、
日
夕
邏
三

候
于
二

亭
障
之
外
一

、
捉
レ

生
問
レ

事
」

と
あ
る
。
ま
た
、『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
二
五
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
三
月
条
に

「
以
二

左
玉
鈐
衛
将
軍
論
弓
仁
一

為
二

朔
方
軍
前
鋒
游
弈
使
一

」
と
あ
り
、
胡
三
省

注
に
「
領
二

游
兵
一

以
巡
弈
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
游
弈
を
率
い
る
の
が
游
弈

使
で
あ
る
。
ま
た
、
天
山
軍
管
下
の
鸜
鵒
鎮
関
係
文
書

（
（3
（

に
「
游
弈
所
」
と

い
う
語
も
見
え
、
こ
れ
は
游
弈
が
所
属
す
る
下
級
軍
事
組
織
と
思
わ
れ
る
。



─ 84 ─

　

2�

「
探
羅
」：
文
献
上
に
見
え
ず
。
中
国
人
民
大
学
博
物
館
蔵GX

W
0191

号
文

書
「
唐
傑
謝
鎮
上
守
捉
状
為
巡
探
事

（
（3
（

」
に
「
奉
二

帖
令
一

至
二

辺
界
一

已
来
巡

探
、
羅
截
□
（
得
）
知
動
静
、
迴
日
速
報
者
、
謹
依
、
至
削
計
寧
（
？
）
已
来
、

探
候
羅
截
、
亦
無
二

動
静
一

」
と
あ
り
、
辺
界
を
偵
察
・
探
索
す
る
と
の
帖
令

を
受
け
て
「
削
計
寧
」（
地
名
ヵ
）
ま
で
偵
察
し
、
異
常
は
な
か
っ
た
と
の
意

味
で
あ
る
。
中
に
「
巡
探
、
羅
截
」
や
「
探
候
羅
截
」
な
ど
文
言
が
見
え
、「
探

羅
」
が
そ
の
略
語
で
、
偵
察
・
探
索
な
ど
任
務
を
表
す
と
推
測
し
て
い
る
。『
通

典
』
巻
一
五
七
兵
典
十
に
「
諸
軍
営
隊
伍
、毎
夜
分
更
、令
二

人
巡
探
一

。（
中
略
）

当
軍
折
衝
・
果
毅
、
並
二

押
鋪
一

宿
、
尽
レ

更
巡
探
」
と
あ
る
よ
う
に
、
折
衝
・

果
毅
が
夜
に
巡
探
の
任
務
を
有
す
る
。

　

3�

「
十
馱
」：
十
馱
馬
を
指
し
、
文
献
上
に
見
え
ず
。『
唐
六
典
』
巻
五
尚
書
兵
部

郎
中
条
に
「
凡
差
二

衛
士
一

征
戍
（
中
略
）
火
六
人
、
有
二

六
馱
馬
一

」
と
あ
る
よ

う
に
、
六
馱
馬
の
制
度
が
あ
る
。
黄
楼
氏
は
十
馱
馬
が
府
兵
よ
り
十
人
ご
と
に

官
府
に
提
供
し
た
伝
送
用
の
馬
で
あ
り
、
そ
の
管
理
は
折
衝
府
の
任
務
で
あ
る

と
論
じ
、
さ
ら
に
天
聖
令
附
唐
厩
牧
令
23
条
「
諸
府
官
馬
及
伝
送
馬
驢
、
毎
年

皆
刺
史
・
折
衝
・
果
毅
等
検
簡
」
に
お
け
る
伝
送
馬
驢
を
十
馱
馬
と
比
定
し
、

そ
の
管
理
責
任
が
刺
史
・
折
衝
・
果
毅
に
あ
る
と
指
摘
し
た

（
（3
（

。

　

三
つ
の
用
語
を
考
慮
し
、
本
文
書
の
発
出
主
体
が
折
衝
都
尉
（
長
官
）
ま
た
は
果

毅
都
尉
（
通
判
官
）
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。「
游
弈
」
に
つ
い
て
、『
資
治
通
鑑
』

に
左
玉
鈐
衛
将
軍
が
游
弈
使
に
任
じ
ら
れ
る
事
例
が
見
え
る
。Pel.chin.2005

「
沙

州
都
督
府
図
経

（
（4
（

」
に
「
遊
撃
将
軍
、
守
右
玉
鈐
衛
西
州
蒲
昌
府
折
衝
都
尉
、
摂

本
衛
中
郎
将
、
充
于
闐
録
守
使
、
敦
煌
郡
開
国
公
張
懐
福
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蒲
昌

府
折
衝
都
尉
が
右
玉
鈐
衛
中
郎
将
を
摂
判
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
折
衝
都
尉
は

衛
官
を
兼
官
し
游
弈
使
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
2
・
3
は
本

来
折
衝
・
果
毅
と
の
関
係
が
深
く
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
本
文
書
は
折
衝
府
か
ら
西

州
の
功
曹
に
提
出
さ
れ
る
折
衝
都
尉
ま
た
は
果
毅
都
尉
の
考
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、こ
の
文
書
は
尚
書
省
ま
で
送
る
「
考
解
」
と
は
別
文
書
で
あ
る
。「
考

解
」
の
特
徴
と
し
て
州
刺
史
が
書
か
れ
た
評
価
文
言
で
あ
る
「
考
詞
」
が
存
在
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
形
式
は
【
史
料
十
】
の
申
式
に
類
似
す
る
は
ず
で
あ

る
。
本
文
書
は
前
述
唐
令
の
「
官
人
→
本
司
」
段
階
の
考
状
に
比
定
で
き
、
州
府
で

考
を
定
め
て
考
第
・
考
詞
を
注
記
し
、「
考
解
」
と
改
め
て
尚
書
省
に
送
ら
れ
る
と

推
測
す
る
。

　

本
章
は
唐
令
の
条
文
を
検
討
し
、「
考
状
」「
考
簿
」「
考
解
」
と
い
う
考
課
文
書

の
送
付
手
続
を
考
察
し
、
唐
代
折
衝
府
の
考
状
で
あ
る
「
唐
開
元
五
年
考
課
牒
草
」

の
内
容
や
文
書
伝
達
に
お
け
る
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
唐
代
文
書
の

事
例
を
利
用
し
て
次
章
は
同
じ
機
能
を
持
つ
日
本
文
書
の
存
否
を
確
認
し
、
日
本
考

状
の
実
態
を
考
察
し
て
き
た
い
。

三
、
日
唐
の
考
状

　

第
一
章
で
は
日
本
の
考
課
文
書
で
あ
る
「
考
文
」「
考
状
」
の
送
付
手
続
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
、
考
文
は
【
史
料
十
一
】
の
よ
う
な
実
例
が

あ
る
た
め
「
考
第
、
能
（
持
つ
技
術
）、
上
日
、
善
（
人
格
的
評
価
）、
最
（
職
務
上

の
評
価
）」
な
ど
主
な
構
成
部
分
が
判
明
で
き
る
。
し
か
し
、
考
状
の
内
容
に
つ
い

て
は
「
功
過
行
能
」
ま
た
は
「
景
迹
善
悪
」
な
ど
曖
昧
な
表
現
だ
け
判
明
で
き
、
先

行
研
究
に
も
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
「
考
中
行
事
」
を
基
に
作
成
さ
れ
る
と
指
摘
し

た
だ
け
で
、
具
体
的
な
内
容
は
ま
だ
断
言
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
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【
史
料
十
一
】「
官
人
考
試
帳
」（
二
四
552
、
一
部
）

　

1
陰
陽
師

　

2
中
上

　

3　

正
七
位
下
行
陰
陽
師
高
金
蔵
〈
年
五
十
八
、
右
京
〉

　

4　
　

能
〈
太
一
、
遁
甲
、
天
文
、
六
壬
式
、
笇
術
、
相
地
〉
日
三
百
九

　

5　
　

恪
勤
匪
懈
善　

占
卜
効
験
多
者
最

【
史
料
十
二
】『
令
集
解
』
考
課
令
2
官
人
景
迹
条
「
朝
集
使
～
如
之
」
部
分
古
記

一
云
、
仮
有
、
国
史
生
三
人
。
各
写
二

紙
三
百
張
一

、
并
有
二

別
当
所
一

、一
人

写
二

二
百
紙
一

、
并
遣
二

使
他
所
一

。
式
部
省
考
問
日
、
写
二

二
百
紙
一

者
劣
、
三
百

紙
写
此
優
、
何
合
二

同
階
一

也
。
即
朝
集
使
挟
レ

私
答
云
、
国
考
定
日
、
雖
レ

思
二

不
当
一

、
不
レ

得
二

述
懐
一

、
今
被
レ

問
、
諾
レ

不
レ

合
レ

同
等
。

　

考
状
の
内
容
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
考
課
の
最
終
段
階
で
あ
る
式
部
省

考
問
の
様
子
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
十
一
月
中
に
考

文
・
考
状
が
太
政
官
経
由
で
式
部
省
に
送
付
さ
れ
、
省
で
こ
れ
を
校
定
し
て
朝
集
使

を
考
問
す
る
。【
史
料
十
二
】
は
『
令
集
解
』
古
記
で
議
論
し
た
式
部
省
に
お
け
る

朝
集
使
考
問
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
国
史
生
の
考
課
に
つ
い
て
、
式
部
省
官

人
が
朝
集
使
に
対
し
、「
二
百
紙
を
写
し
た
人
が
劣
等
、
三
百
紙
を
写
し
た
人
、
こ

れ
は
優
等
、
な
ぜ
両
者
が
同
階
な
の
か
」
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
こ
の
写
紙
の
数
は

【
史
料
十
一
】
に
見
え
ず
、
こ
の
よ
う
な
行
事
の
数
が
考
状
の
内
容
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
は
ど
の
文
書
で
伝
達
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

正
倉
院
文
書
に
考
課
情
報
（
上
日
、行
事
）
が
記
さ
れ
た
文
書
が
多
数
あ
る
。「
上

日
」
の
報
告
文
書
に
つ
い
て
、
か
つ
て
山
田
英
雄
氏
は
一
か
月
ご
と
の
上
日
を
記
し

た
も
の
と
一
か
年
ま
た
は
数
か
月
の
上
日
を
ま
と
め
た
も
の
に
分
け
ら
れ
、
両
者
の

機
能
が
異
な
る
と
指
摘
し
た

（
（4
（

。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
一
か
月
ご
と
の
上
日
は
管

轄
官
司
へ
送
付
し
、
数
か
月
の
も
の
は
そ
の
官
人
の
本
司
へ
送
付
し
、
上
日
の
審
査

と
行
事
の
記
入
が
本
司
の
任
務
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
が
正
し
い
と
考
え
る
。
山
田
氏

の
方
法
に
従
い
、
記
入
期
間
を
手
掛
か
り
に
、
さ
ら
に
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
考
課

文
書
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　

①
某
官
人
の
出
向
期
間
の
上
日
行
事
報
告
…
移
式
・
牒
式
・
解
式

　

②
月
ご
と
に
提
出
さ
れ
る
上
日
報
告
…
解
式

　

③
月
ご
と
に
提
出
さ
れ
る
行
事
報
告
…
解
式

　

④
一
年
間
の
上
日
を
月
別
に
記
さ
れ
た
上
日
帳

　

⑤
一
年
間
の
考
中
行
事
の
報
告
…
解
式

　

⑥
考
文
、
選
文
な
ど
正
式
考
選
文
書
…
解
式

こ
れ
ら
の
文
書
は
期
間
に
よ
り
、
不
特
定
期
間
の
文
書
①
、
一
か
月
間
の
文
書
②
③
、

一
年
間
の
文
書
④
⑤
に
分
け
ら
れ
る
。
種
類
に
よ
り
、
上
日
行
事
両
方
の
①
⑥
、
上

日
の
み
の
②
④
、
行
事
の
み
の
③
⑤
に
分
け
ら
れ
る
。
文
書
様
式
に
つ
い
て
、
①
は

多
様
な
様
式
が
あ
り
、
④
は
恐
ら
く
作
成
官
司
の
保
存
用
で
、
ほ
か
は
す
べ
て
解
式

で
あ
る
。
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

①
は
官
人
が
勤
務
し
て
い
る
官
司
よ
り
在
籍
し
て
い
る
官
司
へ
の
文
書
だ
と
考
え

ら
れ
る
。【
表
一
】
に
見
え
る
「
皇
后
宮
職
移
」「
造
東
大
寺
司
移
」「
写
経
所
牒
」

な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
、
特
徴
と
し
て
は
上
日
と
行
事
両
方
が
記
さ
れ
、
ま
た
記
録

期
間
が
不
特
定
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
廣
瀬
真
理
子
氏
は
こ
の
よ
う
な
文
書

が
官
人
本
人
自
ら
所
在
官
司
に
申
請
し
、
そ
の
申
請
を
受
け
て
本
人
に
交
付
す
る
場
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合
が
存
在
し
、
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
「
経
師
常
世
馬
人
状
」（
十
四
175
）
や
「
仁

部
史
生
糸
益
人
啓
」（
十
四
209
）
が
そ
の
申
請
文
書
の
実
例
で
あ
る
と
指
摘
し

た

（
（4
（

。「
経
師
常
世
馬
人
状
」
に
つ
い
て
、
野
村
忠
夫
氏
は
こ
れ
が
「
考
中
行
事
」

の
送
付
申
請
と
し
た
が

（
（4
（

、
廣
瀬
氏
は
「
考
中
行
事
」
が
特
に
一
年
間
行
事
の
合

計
と
し
、
こ
の
文
書
は
単
に
「
行
事
」
の
送
付
で
あ
る
と
し
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
、

廣
瀬
氏
の
意
見
に
従
い
た
い
。
ま
た
こ
の
文
書
に
「
右
弁
官
考
選
司
」
と
い
う
語
が

見
え
、
他
に
見
え
ず
。
山
田
英
雄
氏
は
こ
れ
が
「
写
書
所
食
口
帳
」（
十
一
227
）
に

み
え
る
「
政
所
考
文
所
」
と
同
様
に
、
考
課
文
書
の
作
成
を
担
当
す
る
所
で
あ
る
と

指
摘
し
た

（
（4
（

。

　

②
③
は
月
ご
と
に
直
属
す
る
官
司
に
提
出
さ
れ
る
文
書
だ
と
推
測
で
き
る
。
②
は

伝
達
関
係
が
明
確
で
あ
り
、
内
容
も
一
か
月
中
の
行
事
で
分
か
り
や
す
い
。
③
に
つ

い
て
、矢
越
葉
子
氏
は
こ
れ
が
告
朔
と
の
関
係
が
深
く
、天
平
～
天
平
勝
宝
ま
で
「
告

朔
」
は
③
の
「
行
事
」
と
同
義
語
的
に
用
い
ら
れ
た
が
、
天
平
勝
宝
年
間
を
境
に
、

官
司
全
体
の
作
業
量
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
形
態
へ
と
変
化
し
た
と
指
摘
し

た

（
（4
（

。
た
だ
し
、
矢
越
氏
が
こ
の
よ
う
な
変
化
を
寺
崎
氏
が
指
摘
し
た
考
課
制
度

の
変
質
に
理
由
を
求
め
た
が
、
後
述
す
る
⑤
の
よ
う
な
考
課
の
判
定
材
料
と
し
て
の

官
人
ご
と
の
考
中
行
事
が
天
平
宝
字
四
年
に
至
っ
て
も
上
級
官
司
ま
で
送
付
さ
れ
、

告
朔
は
む
し
ろ
考
課
の
判
定
と
の
関
係
が
薄
い
と
考
え
る
。
こ
の
書
式
の
変
化
は
矢

越
氏
自
身
も
言
及
し
た
政
務
運
営
の
整
備
に
と
も
な
う
現
象
と
理
解
す
べ
き
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　
【
史
料
十
二
】
は
⑤
の
一
例
で
、「
造
東
大
寺
司
解
案
」
と
命
名
さ
れ
た
が
、
実
は

写
経
所
か
ら
造
東
大
寺
司
政
所
に
提
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
諸
氏
の
意
見
に
よ

り

（
（4
（

、
こ
の
文
書
は
年
間
の
考
中
行
事
を
ま
と
め
、「
造
石
山
院
所
進
上
公
文
事
」

（
十
五
232
）
に
み
え
る
よ
う
に
、
年
度
末
に
（
考
課
の
場
合
は
七
月
末
）
考
文
・
考

状
作
成
材
料
と
し
て
「
当
月
上
日
帳
」「
預
考
並
考
銭
帳
」「
成
選
所
申
帳
」
と
と
も

に
上
級
官
司
に
送
付
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
廣
瀬
真
理
子
氏
は
前
述

①
類
文
書
を
受
領
し
て
か
ら
「〈
考
を
勘
ガ
ヘ
ル
〉
た
め
の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
」

と
述
べ
、
考
課
手
続
に
お
い
て
①
類
文
書
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
①
類
文
書
と

⑤
類
文
書
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
文

書
を
検
討
す
る
と
、
①
類
文
書
が
他
司
に
送
付
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
考
課
情
報
に
基

づ
き
、
他
司
で
④
と
⑤
類
文
書
を
作
成
す
る
と
推
測
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
各

種
類
の
考
課
文
書
の
伝
達
は
【
図
2
】
に
ま
と
め
ら
れ
。
こ
れ
に
よ
り
、
唐
代
文
書

の
送
付
と
対
比
で
き
る
。

【
史
料
十
三
】「
造
東
大
寺
司
解
案
」（
二
五
270
、
一
部
）

1　

従
八
位
下
小
治
田
宿
祢
年
足

2　
　

令
奉
写
雑
経
二
千
五
百
六
十
巻

3　
　

令
装
潢
紙
二
万
三
千
四
百
七
十
二
張

4　
　

催
令
作
経
師
所
板
屋
三
宇

　
（
四
行
省
略
）

9�

以
前
、
起
去
年
八
月
一
日
、
尽
今
年
七
月
三
十
［　

］
人
等
考
中
行
事
如
前
、
以
解

10　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
宝
字
四
年
七
月
卅
日

11　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
典
安
都
宿
祢

　

以
上
の
よ
う
な
考
察
を
経
、
官
司
内
に
お
け
る
考
課
手
続
が
明
確
に
な
っ
た
。
具

体
的
に
、
各
官
司
が
官
人
の
勤
務
内
容
を
集
計
し
て
考
中
行
事
と
上
日
と
し
て
上
級
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官
司
へ
提
出
し
、
上
級
官
司
が
そ
の
内
容
で
考
文
・
考
状
を
作
成
し
て
太
政
官
へ
送

付
す
る
と
い
う
過
程
が
考
え
ら
れ
る
。
考
文
は
集
計
さ
れ
た
内
容
を
「
考
第
、善
最
」

と
し
て
ま
と
め
、「
本
司
→
太
政
官
」
と
い
う
形
で
送
付
さ
れ
る
。
考
状
は
考
文
と

異
な
り
、
官
人
の
実
際
の
勤
務
内
容
を
重
視
し
、
そ
れ
を
作
成
す
る
に
は
「
官
人
→

本
司
→
太
政
官
」
と
い
う
三
段
階
の
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。【
史
料
十
三
】

に
見
え
る
考
中
行
事
の
提
出
は
ち
ょ
う
ど
「
官
人
→
本
司
」
の
段
階
に
該
当
し
、
前

章
で
検
討
し
た
「
唐
開
元
五
年
考
課
牒
草
」
と
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
日
唐

の
考
課
文
書
の
送
付
に
つ
い
て
、【
図
2
】
に
み
え
る
よ
う
に
、
手
続
上
は
同
じ
だ

と
言
え
よ
う
。
日
本
の
考
文
・
考
状
は
様
式
や
機
能
か
ら
見
れ
ば
、
唐
の
考
解
に
由

来
し
、
ま
た
そ
の
内
容
も
唐
代
文
書
と
類
似
し
、
同
じ
く
考
課
期
限
内
の
勤
務
内
容

に
つ
い
て
の
記
録
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
、
両
者
の
間
に
大
き
な
区
別
も
存
在
す
る
。
唐
代
考
状
に
お
け
る
勤
務
内

容
は
「
游
弈
、
斥
候
、
探
羅
」
の
よ
う
な
勤
務
種
類
の
列
挙
や
「
鞍
馬
□
□
無
損
、

剖
判
府
務
無
稽
、
兵
士
無
冤
」
の
よ
う
な
概
括
的
・
主
観
的
な
評
価
か
ら
構
成
さ
れ
、

ま
た
『
唐
会
要
』
大
中
六
年
七
月
奏
に
「
刺
史
県
令
、
至
レ

於
下

賦
税
畢
集
・
判
断
不

レ

滯
・
戸
口
無
二

逃
散
一

・
田
畝
守
二

常
額
一

・
差
科
均
平
・
廟
宇
修
飾
・
館
驛
如
レ

法
・

道
路
開
通
上

、
如
レ

此
之
類
、
皆
是
尋
常
職
分
、
不
レ

合
レ

計
レ

課
。
自
今
後
、
但
云
二

所
二

勾
当
一

常
行
公
事
、
並
無
二

敗
闕
一

、
即
得
下
准
二

職
分
一

無
上
レ

失
」
と
あ
る
よ
う
に
、

当
時
の
実
態
及
び
考
課
制
度
の
改
革
方
針
と
し
て
も
、
前
掲
唐
代
考
状
と
同
じ
く
概

括
的
・
主
観
的
な
評
価
を
重
視
し
、
む
し
ろ
一
々
行
事
を
列
挙
す
る
こ
と
を
で
き
る

限
り
避
け
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
唐
代
考
課
の
も
う
一
つ
重
要
な
点

と
し
て
は
考
詞
（
長
官
の
評
価
）・
使
状
（
観
察
使
な
ど
の
評
価
）
を
重
視
す
る
こ

と
で
あ
る
。『
唐
会
要
』
巻
七
五
選
部
下
神
功
元
年
（
六
九
七
）
閏
十
月
条
に
「（
流

【図 2】　日唐考課文書の送付手続
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外
及
視
品
出
身
者
）
其
考
詞
有
二

清
幹
・
景
行
・
吏
用
・
文
理
一

者
（
中
略
）
聴
三

量

擬
二

左
右
金
吾
長
史
及
寺
監
丞
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
流
外
・
視
品
出
身
者
は
金

吾
長
史
と
寺
監
丞
に
任
じ
ら
れ
な
い
が
、考
詞
に
高
い
評
価
が
あ
れ
ば
任
官
で
き
る
。

ま
た
『
大
唐
新
語
』
に
お
け
る
事
例
か
ら
、
尚
書
省
校
考
の
際
に
良
く
な
い
考
第
を

得
た
人
は
刺
史
の
考
詞
に
よ
っ
て
、
本
来
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
最
終
年
度
の
考
第
が

特
別
に
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
窺
え
る

（
（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、
唐
代
考
課
の
最
も
大
き

な
特
徴
は
考
課
担
当
者
の
主
観
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
日
本
の
考
課
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
見
え
な
い
。
前
述
の
小
治

田
年
足
の
事
例
に
「
令
奉
写
雑
経
二
千
五
百
六
十
巻
、
令
装
潢
紙

二
万
三
千
四
百
七
十
二
張
、
催
令
作
経
師
所
板
屋
三
宇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
掲
唐

代
考
状
の
折
衝
都
尉
と
同
じ
く
官
司
内
の
一
部
業
務
の
責
任
者
と
い
う
地
位
に
置
か

れ
た
が
、「
奉
写
雑
経
無
稽
」
や
「
令
作
板
屋
無
失
」
の
よ
う
な
評
価
が
な
く
、
単

純
に
行
事
を
数
え
た
だ
け
で
あ
る
。
式
部
省
校
考
の
過
程
に
お
い
て
も
【
史
料

十
二
】
の
よ
う
に
、
写
紙
の
数
を
中
心
に
考
問
を
行
い
、
当
該
官
人
に
対
す
る
長
官

の
評
価
に
つ
い
て
の
考
問
が
全
く
見
え
な
い
。
ま
た
、
式
部
省
校
考
と
考
中
行
事
提

出
の
間
に
位
置
す
る
本
司
長
官
定
考
に
お
い
て
も
当
該
官
人
を
評
価
す
る
と
い
う
過

程
が
見
え
な
い
。『
延
喜
式
』
太
政
官
式
123
考
定
条
に
「
弁
大
夫
読
申
曰
、仕
奉
〈
礼

留
〉
政
若
干
条
、
増
減
去
年
若
干
条
」
と
あ
り
、「
仕
奉
〈
礼
留
〉
政
若
干
条
」
は

前
述
の
事
例
と
同
じ
く
行
事
を
数
え
る
形
で
あ
る
。
ま
た
『
令
集
解
』
考
課
令
1
内

外
官
条
跡
記
に
「
主
典
読
申
時
、
長
官
取
レ

筆
定
二

上
中
下
等
一

」
と
あ
り
、
同
2
官

人
景
迹
条
讃
記
に
「
主
典
読
二

申
上
日
行
事
一

、
登
時
長
官
、
取
レ

筆
准
二

量
功
過
一

、

注
二

考
等
第
一

」
と
あ
り
、
長
官
が
記
し
た
の
が
考
第
の
み
で
あ
り
、
唐
の
よ
う
な
考

詞
の
書
写
は
言
及
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
の
考
課
の
全
過
程
に
お
い
て
、
主
観

的
な
評
価
は
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
行
事
を
数
え
る
と
い
う
客
観
的
な
評
価

し
か
記
さ
な
い
こ
と
こ
そ
が
日
本
考
課
の
特
質
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
日
唐
考
課
の
間
の
差
異
に
つ
い
て
、
大
隅
清
陽
氏
は
『
文
献
通
考
』

に
お
け
る
盧
承
慶
校
考
の
事
例
を
引
用
し
、
日
唐
の
君
臣
関
係
の
差
異
に
理
由
を
求

め
ら
れ
る
と
指
摘
し
た

（
（4
（

。
大
隅
氏
に
よ
れ
ば
、
唐
の
考
課
基
準
は
人
格
主
義
的

な
も
の
で
あ
る
に
対
し
、
日
本
の
考
課
は
「
仕
奉
」
に
対
す
る
見
返
り
と
し
て
の
性

格
が
あ
り
、「
仕
奉
」
の
度
合
い
を
一
律
に
計
量
化
す
る
基
準
と
し
て
上
日
や
考
中

行
事
が
重
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
考
課
制
度
全
体
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
官
人
制

の
論
理
か
ら
理
解
す
る
の
は
非
常
に
有
益
な
指
摘
で
あ
る
が
、
考
課
文
書
に
関
し
て

は
日
本
の
唐
令
受
容
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
の
が
よ
り
正
確
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

具
体
的
に
文
書
の
処
理
手
続
に
つ
い
て
、【
図
2
】
の
よ
う
に
日
唐
の
伝
達
過
程
が

同
じ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
文
案
の
処
理

（
（4
（

、
案
巻
の
決
裁

（
（5
（

な
ど
点
で
は
唐
制

と
大
き
く
異
な
る
。

　

文
書
処
理
に
お
い
て
、
自
筆
で
書
か
れ
る
「
判
辞
」（
判
の
文
言
）
が
日
本
に
存

在
せ
ず
、
唐
考
解
に
「
判
辞
」
に
相
当
す
る
「
考
詞
」
が
当
然
日
本
の
考
文
・
考
状

に
も
な
い
。
そ
の
結
果
は
前
述
の
よ
う
に
、
客
観
的
な
行
事
数
の
み
が
記
入
さ
れ
、

定
考
と
校
考
の
段
階
で
は
人
格
主
義
的
に
官
人
を
評
価
す
る
素
材
が
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
実
態
は
唐
考
課
令
の
評
価
基
準
で
あ
る
善
最
を
そ
の
ま
ま
継
受

し
た
日
本
考
課
令
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
考
課
令
に
規
定

さ
れ
た
四
善
の
中
に
「
徳
義
有
聞
」「
清
慎
顕
著
」「
公
平
可
称

（
（5
（

」
三
善
が
極
め

て
人
格
主
義
的
な
基
準
で
あ
り
、
唐
公
式
令
を
選
択
的
に
継
受
し
た
日
本
の
文
書
行

政
で
は
こ
の
三
つ
を
反
映
で
き
な
い
。
日
本
の
考
課
結
果
が
「
中
上
」
に
固
定
さ
れ

る
理
由
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
前
述
三
善
が
得
ら
れ
ず
、「
恪
勤
匪
懈
」
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善
と
自
職
の
最
を
得
て
「
中
上
」
と
な
る
の
は
事
実
上
の
最
上
級
考
第
と
な
り
、
ま

た
こ
の
二
つ
と
も
行
事
の
数
と
の
関
係
が
薄
い

（
（5
（

。
こ
の
よ
う
に
考
状
で
記
入
さ

れ
る
考
中
行
事
も
次
第
に
存
在
意
義
が
失
わ
れ
、
結
局
そ
の
姿
を
消
し
、
解
任
を
中

心
と
す
る
「
考
帳
」
に
代
わ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
三
章
に
わ
た
り
、
日
唐
の
考
課
文
書
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
も
う
一
度

ま
と
め
る
と
、
日
本
の
考
課
文
書
は
養
老
令
の
規
定
よ
り
、「
考
第
・
善
最
」
な
ど

考
課
の
結
果
が
記
さ
れ
る
「
考
文
」
と
そ
の
審
査
材
料
と
し
て
の
考
中
行
事
が
記
載

さ
れ
る
「
考
状
」
二
種
類
の
上
申
文
書
が
存
在
し
、
両
者
と
も
官
人
の
本
司
か
ら
太

政
官
に
提
出
さ
れ
る
。『
延
喜
式
』
の
規
定
で
は
長
上
が
太
政
官
へ
、
番
上
が
直
接

省
へ
と
い
う
職
種
に
よ
る
区
分
は
存
在
す
る
が
、
木
簡
や
文
書
か
ら
少
な
く
と
も
奈

良
時
代
中
頃
ま
で
は
長
上
番
上
問
わ
ず
に
太
政
官
に
送
付
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
日
本
考
課
令
の
母
法
で
あ
る
唐
令
に
も
諸
州
か
ら
尚
書
省
に
送
付

さ
れ
る
「
考
簿
／
考
解
」
と
官
人
の
「
景
迹
功
過
」
が
書
か
れ
る
「
考
状
」
が
存
在

し
、
そ
の
書
式
が
そ
れ
ぞ
れ
『
唐
六
典
』
の
記
載
と
異
な
る
「
解
式
」「
状
式
」
に

類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
唐
代
の
考
状
と
し
て
「
唐
開
元
五
年
考
課
牒
草
」
が
挙
げ

ら
れ
、
こ
れ
は
西
州
管
内
の
折
衝
府
か
ら
西
州
都
督
府
の
功
曹
に
提
出
さ
れ
る
折
衝

都
尉
ま
た
は
果
毅
都
尉
の
考
課
文
書
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
日
本
と
唐
代
の
考
課
文
書
の
種
類
や
内
容
を
検
討
し
て
か
ら
正
倉

院
文
書
に
見
え
る
考
課
関
係
文
書
を
考
察
し
、
文
書
の
考
課
過
程
に
お
け
る
機
能
を

明
確
に
し
た
。
中
に
上
級
官
司
に
送
付
さ
れ
る
考
中
行
事
が
前
述
唐
考
状
と
同
じ
機

能
を
有
し
た
が
、
両
者
に
は
官
人
に
対
す
る
主
観
的
な
評
価
の
有
無
と
い
う
相
違
点

が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
相
違
点
が
日
唐
考
課
制
度
の
差
異
を
反
映
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
は
官
人
制
の
論
理
と
文
書
行
政
の
区
別
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
唐
代
か
ら
継
受
し
た
律
令
考
課
体
制
の
衰
頽
に
つ
い

て
、
文
書
体
系
の
相
違
と
い
う
内
部
要
因
を
検
討
し
て
き
た
。
今
後
は
主
に
政
治
情

勢
の
変
化
が
考
課
制
度
に
与
え
る
影
響
と
い
う
外
部
要
因
に
注
目
し
、
日
唐
考
課
制

度
の
比
較
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
す
で
に
諸
氏
よ
り
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

天
平
勝
宝
以
降
、
紫
微
中
台
を
は
じ
め
と
す
る
令
外
官
が
し
ば
し
ば
設
置
・
廃
止
さ

れ
て
律
令
官
制
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
や
、
太
政
官
に
お
け
る
政
務
運
営
の
手
続
が

再
編
さ
れ
る
こ
と
な
ど
現
象
が
挙
げ
ら
れ
る

（
（5
（

。
そ
れ
に
対
し
、
唐
代
に
お
い
て

は
尚
書
省
の
職
権
が
衰
退
し
、
中
書
門
下
体
制
へ
と
移
行
す
る
傾
向
が
あ
り
、
日
本

と
類
似
す
る
傾
向
が
見
え
る

（
（5
（

。
中
央
と
地
方
の
観
点
か
ら
も
考
課
と
深
く
関
わ

る
朝
集
使
制
の
衰
頽
は
唐
代
に
同
じ
現
象
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
日
唐
政
治
史
の
比

較
と
い
う
視
点
か
ら
考
課
制
度
の
研
究
に
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
、
別
稿
に
譲

り
た
い
。

註（
1
）	�

日
本
の
官
人
制
と
中
国
・
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
多
く
あ
り
、

代
表
的
な
も
の
と
し
て
時
野
谷
滋
「
日
唐
令
に
お
け
る
官
位
と
俸
禄
」（『
律
令
封
禄

制
度
史
の
研
究
』、吉
川
弘
文
館
、一
九
七
七
年
、初
出
一
九
五
三
年
）。
宮
崎
市
定
「
日

本
の
官
位
令
と
唐
の
官
品
令
」「
三
韓
時
代
の
位
階
制
に
つ
い
て
」（『
宮
崎
市
定
全
集
』

二
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）。
井
上
光
貞
「
冠
位
十
二
階

と
そ
の
史
的
意
義
」（『
井
上
光
貞
著
作
集
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
初
出

一
九
六
三
年
）、
曽
我
部
静
雄
「
中
国
の
品
階
制
度
と
我
が
位
階
制
度
」（『
律
令
制
を

中
心
と
し
た
日
中
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）	�

野
村
忠
夫
氏
の
官
人
制
に
関
す
る
著
書
と
し
て
『
古
代
官
僚
の
世
界
─
そ
の
構
造
と
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勤
務
評
定
・
昇
進
』（
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
）、『
律
令
官
人
制
の
研
究
（
増
訂
版
）』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）、『
官
人
制
論
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
）
な

ど
が
あ
る
。

（
3
）	�
寺
崎
保
広
「
考
課
・
選
叙
と
木
簡
」（『
古
代
日
本
の
都
城
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）、「
考
課
木
簡
の
再
検
討
」（
同
書
、
初
出

一
九
八
九
年
）、「
式
部
曹
司
庁
の
成
立
」（
同
書
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。

（
4
）	

保
坂
佳
男
「
考
課
関
係
文
書
の
申
送
に
つ
い
て
」（『
史
聚
』
二
四
、一
九
八
九
年
）。

（
5
）	�

大
隅
清
陽
「
律
令
官
人
制
と
君
臣
関
係
─
王
権
の
論
理
・
官
人
の
論
理
」（『
律
令
官

制
と
礼
秩
序
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
6
）	�

田
原
光
泰
「
考
状
の
成
立
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
三
七
、二
〇
〇
二
年
）、「「
考
帳
」

に
つ
い
て
」（『
学
習
院
史
学
』
五
二
、二
〇
一
四
年
）。

（
7
）	�

史
睿
「
唐
代
外
官
考
課
的
法
律
程
序
」（『
文
津
学
誌
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期
）、
以
下

史
氏
の
論
考
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
8
）	�

大
宝
令
の
復
元
作
業
は
明
治
大
学
大
学
院
『
令
集
解
』
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
形
式
に
則
っ

て
い
る
。
本
稿
で
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
直
接
引
用
で
確
実
に
存
在
す
る
「
◎
」

記
号
と
、
文
中
に
使
用
さ
れ
な
い
が
、
内
容
か
ら
大
宝
令
に
存
在
す
る
と
推
定
で
き

る
「
▲
」
記
号
も
あ
る
。
復
元
す
る
際
に
「
唐
日
両
令
対
照
一
覧
」（
池
田
温
編
『
唐

令
拾
遺
補
─
附
唐
日
両
令
対
照
一
覧
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
に
お
け

る
復
元
（
執
筆
者
は
坂
上
康
俊
氏
）
も
参
照
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
復
元
は
積
極

的
な
根
拠
が
な
い
（「
▲
」
記
号
以
下
）
文
字
を
復
元
案
と
し
な
い
方
針
を
取
っ
て
い

る
。

（
9
）	�

前
掲
注
（
3
）
二
番
目
論
文
。
古
文
書
の
出
典
に
つ
い
て
、
特
に
明
記
し
な
い
場
合

は
す
べ
て
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）』
で
あ
り
、
漢
字
は
巻
数
、
数
字
は
頁
数

で
あ
る
。

（
11
）	�『
政
事
要
略
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
巻
25
天
暦
五
年
十
月
一
日
太
政
官
符
。
太
政

官
の
上
日
や
考
文
の
送
付
は
『
延
喜
式
』（
訳
注
日
本
史
料
、
以
下
同
）
太
政
官
式
30

上
日
条
に
「
凡
毎
月
晦
日
、
太
政
官
録
二

参
議
以
上
上
日
一

、
少
納
言
来
月
一
日
進
奏
、

又
録
二

参
議
以
上
及
少
納
言
上
日
一

送
二

弁
官
一

、
弁
官
惣
修
レ

符
、
二
日
下
知
二

式
部
一

、

自
余
考
文
・
季
禄
・
馬
料
亦
同
下
知
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	『
続
日
本
紀
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、以
下
同
）
和
銅
五
年
五
月
乙
酉
（
十
七
）
条
。

（
13
）	

前
掲
注
（
6
）
一
番
目
論
文
。

（
14
）	『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
十
一
月
丙
子
（
十
六
）
条
。
前
掲
注
（
4
）
論
文
を
参
照
。

（
15
）	�「
出
雲
国
計
会
帳
」
の
解
部
復
元
案
及
び
天
平
五
年
十
月
二
十
一
日
の
公
文
送
付
に
つ

い
て
は
早
川
庄
八
「
天
平
六
年
出
雲
国
計
会
帳
の
研
究
」（
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念

会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）、
平
川
南
「
出
雲
国

計
会
帳
・
解
部
の
復
原
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
三
、一
九
八
四
年
）

を
参
照
。

（
16
）	�

本
文
書
は
前
掲
「
造
東
大
寺
司
解
申
長
上
成
選
事
」
と
同
じ
形
式
で
あ
る
た
め
、
選

文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
接
続
で
き
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
17
）	

養
老
令
公
式
令
11
解
式
条
を
参
照
（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』、
以
下
同
）。

（
18
）	

養
老
考
課
令
1
内
外
官
条
、『
延
喜
式
』
太
政
官
式
123
考
定
条
。

（
19
）	

養
老
考
課
令
1
内
外
官
条
。

（
20
）	�『
延
喜
式
』
太
政
官
式
125
諸
司
考
文
条
、
126
諸
国
考
文
条
、『
延
喜
式
』
式
部
式
下
30

長
上
考
文
条
、
31
番
上
考
文
条
、
32
諸
家
考
文
条
。

（
21
）	『
延
喜
式
』
式
部
式
下
33
考
問
条
。

（
22
）	

同
前
条
。

（
23
）	

同
前
条
。

（
24
）	『
延
喜
式
』
式
部
式
下
19
考
選
条
。

（
25
）	

前
掲
注
（
3
）
二
番
目
論
文
。

（
26
）	�

唐
代
考
課
制
度
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
根
本
誠
「
唐
代
の
勤
務
評
定
と
人
事
管
理
」

（『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
十
一
、一
九
六
五
年
）、
築
山
治
三
郎
『
唐
代
政

治
制
度
の
研
究
』（
創
元
社
、
一
九
六
七
年
）、
黄
清
連
「
唐
代
文
官
考
課
制
度
」（『
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
五
五
、一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
27
）	�

松
浦
典
弘
「
唐
代
の
文
官
人
事
：
吏
部
に
よ
る
選
授
権
限
の
変
遷
を
中
心
に
」（『
史
林
』

八
〇
─
二
、一
九
九
七
年
）。

（
28
）	�『
唐
六
典
』（
中
華
書
局
本
、以
下
同
）
巻
一
三
師
三
公
尚
書
都
省
左
右
司
郎
中
条
。『
唐

六
典
』
の
唐
令
年
代
に
つ
い
て
、
開
元
七
年
説
と
開
元
二
十
五
年
説
が
あ
る
が
、
本

稿
は
中
村
裕
一
『
大
唐
六
典
の
唐
令
研
究
─
「
開
元
七
年
令
」
説
の
検
討
─
』（
汲
古

書
院
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
し
、
開
元
二
十
五
年
説
に
従
う
。
な
お
、
唐
代
公
文

書
体
系
に
つ
い
て
、
同
氏
著
『
唐
代
公
文
書
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
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及
び
小
島
浩
之
「
唐
代
公
文
書
体
系
試
論
：
中
国
古
文
書
学
に
関
す
る
覚
書
（
下
）」

（『
東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築
：
現
状
と
課
題
』
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
、

二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
29
）	�
釈
文
はT

atsuro Y
A
M
A
M
O
T
O
, O
n IK
ED
A
, M
akoto O

K
A
N
O
 co-edit, Tun-

huang and T
urfan D

ocum
ents C

oncerning S
ocial and E

conom
ic 

H
istory, I, Legal T

exts 

（A

） Introduction &
 T
exts, T

he T
oyo Bunko, 

T
okyo,  1980,  pp.29-31

を
参
照
。

（
30
）	�

赤
木
崇
敏
「
唐
代
前
半
期
の
地
方
文
書
行
政
─
ト
ゥ
ル
フ
ア
ン
文
書
の
検
討
を
通
じ

て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
七
─
十
一
、二
〇
〇
八
年
）。「
唐
代
官
文
書
体
系
と
そ
の
変

遷
─
牒
・
帖
・
状
を
中
心
に
─
」（
平
田
茂
樹
・
遠
藤
隆
俊
編
『
外
交
史
料
か
ら
十
～

十
四
世
紀
を
探
る
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
31
）	�

劉
安
志
著
、
速
水
大
訳
「
唐
代
解
文
初
探
─
敦
煌
吐
魯
番
文
書
を
中
心
に
─
」（
土
肥

義
和
・
氣
賀
澤
保
規
編
『
敦
煌
、
吐
魯
番
文
書
の
世
界
と
そ
の
時
代
』、
東
洋
文
庫
、

二
〇
一
七
年
）、「
唐
代
解
文
続
探
─
以
折
冲
府
申
州
解
為
中
心
」（『
西
域
研
究
』

二
〇
二
一
年
第
四
期
）。

（
32
）	�

呉
麗
娯
「
唐
代
信
息
研
究
的
特
色
与
展
望
─
以
信
息
伝
逓
的
介
質
、
功
能
為
重
点
」

（『
唐
宋
歴
史
評
論
』
四
、二
〇
一
八
年
）。

（
33
）	�

武
漢
大
学
歴
史
系
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
（
図
文
対
照
本
）』
第
四
冊
（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）、65T

A
M
348: 30/1

（b

）
号
文
書
、
六
一
頁
。

（
34
）	�『
令
集
解
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
以
下
同
）
考
課
令
59
内
外
初
位
条
「
其
有
功
過

灼
然
」
部
分
古
記
。

（
35
）	�

考
牒
は
『
唐
会
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
以
下
同
）
巻
八
二
考
下
大
中
六
年
七
月
条

に
「
又
従
レ

前
以
来
、
応
レ

得
レ

考
之
人
、
並
給
二

考
牒
一

、
以
為
二

憑
拠
一

（
中
略
）
自
今

以
後
、
校
考
敕
下
後
、
其
得
二

殊
考
及
上
考
一

人
、
省
司
便
拠
二

人
数
一

一
時
与
二

修
写
考

牒
一

、
請
レ

准
二

吏
部
告
身
及
礼
部
春
関
牒
一

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
校
考
終
了
後
に
官
人

に
発
給
さ
れ
、
吏
部
の
告
身
や
礼
部
の
春
関
牒
に
類
似
し
た
文
書
で
あ
る
。

（
36
）	

前
掲
注
（
30
）
論
文
。

（
37
）	�

王
炳
華
「
阿
拉
溝
古
堡
与
唐
鸜
鵒
鎮
」（『
西
域
考
古
文
存
』
蘭
州
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
に
釈
読
し
た
一
号
文
書
・
五
号
文
書
を
参
照
。

（
38
）	�

釈
文
及
び
文
書
の
性
質
は
栄
新
江
著
、
白
玉
冬
訳
「
新
発
現
の
唐
代
コ
ー
タ
ン
地
域

軍
鎮
関
係
官
文
書
」（『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
三
三
、二
〇
一
八
年
、
初
出

二
〇
一
三
年
）
四
頁
を
参
照
。

（
39
）	�

黄
楼
「
唐
代
十
馱
馬
制
度
新
探
」（『
西
域
研
究
』
二
〇
二
一
年
第
四
期
）。
天
聖
令
附

唐
令
の
令
文
は
天
一
閣
博
物
館
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
『
天
一
閣
蔵
明
鈔

本
天
聖
令
校
証
（
附
唐
令
復
原
研
究
）』
下
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
。

（
40
）	�

釈
文
は
鄭
炳
林
『
敦
煌
地
理
文
書
彙
輯
校
注
』（
甘
粛
教
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）

十
五
～
十
六
頁
を
参
照
。

（
41
）	�

山
田
英
雄
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
上
日
と
禄
」（『
日
本
古
代
史
攷
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）。

（
42
）	�

廣
瀬
真
理
子「
正
倉
院
文
書
所
収「
常
世
馬
人
状
」に
つ
い
て
─
考
選
制
の
視
点
か
ら
」

（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
三
六
、二
〇
〇
二
年
）。

（
43
）	

野
村
氏
前
掲
注
（
2
）
論
文
。

（
44
）	�

山
田
氏
前
掲
注
（
41
）
論
文
。
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、長
岡
京
跡
出
土
木
簡
に
「
考

所
」（『
長
岡
京
木
簡
』
一
─
九
・
十
、『
木
簡
研
究
』
十
四
─
二
（
2
）（
3
）
を
参
照
）

と
書
か
れ
た
も
の
が
見
え
、
今
泉
隆
雄
氏
が
こ
れ
を
太
政
官
の
考
課
事
務
を
処
理
す

る
所
と
推
定
し
て
い
る（『
長
岡
京
木
簡
』一
を
参
照
）。
今
泉
説
に
従
え
ば
、こ
の「
考

所
」
は
「
弁
官
考
選
司
」
と
同
じ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
山
本
輝
雄
氏
が
太

政
官
以
外
の
官
司
に
も
考
課
事
務
を
処
理
す
る
考
所
が
存
在
す
る
と
推
定
し
て
い
る

（『
木
簡
研
究
』
十
四
を
参
照
）。
な
お
平
城
京
右
京
二
条
三
坊
七
坪
よ
り
「
考
所
」
と

書
か
れ
る
墨
書
土
器
（『
平
城
京
跡
出
土
墨
書
土
器
資
料
Ⅰ
』
七
一
二
号
）
も
出
土
し
、

太
政
官
以
外
に
も
考
所
が
存
在
す
る
一
証
拠
と
な
り
得
る
。

（
45
）	�

矢
越
葉
子
「
写
経
所
と
告
朔
解
」（『
日
本
古
代
の
文
書
行
政
─
正
倉
院
文
書
の
形
成

と
復
原
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）。

（
46
）	�

前
掲
注
（
6
）・（
41
）
論
文
。
な
お
、
こ
の
文
書
を
含
む
考
中
行
事
に
つ
い
て
山
下

有
美
「
写
経
機
構
の
内
部
構
造
と
運
営
」（『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
47
）	�『
大
唐
新
語
』（
唐
五
代
小
説
筆
記
大
観
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
巻
十
三
挙
賢
「
裴
景

升
為
二

尉
氏
尉
一

、
以
レ

無
二

異
効
一

、
不
レ

居
二

最
課
一

。
考
満
、
刺
史
皇
甫
亮
曰
、
裴
尉

苦
節
若
レ

是
、
豈
レ

可
レ

使
二

無
上
考
一

、
選
司
何
以
甄
録
也
。
俗
号
考
終
為
二

送
路
考
一

、

省
校
無
レ

一
二

成
者
一

。
然
敢
竭
二

愚
思
一

、
仰
申
二

清
徳
一

、
当
二

冀
中
一

也
。
為
レ

之
詞
曰
、
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考
秩
已
終
、
言
レ

帰
有
レ

日
、
千
里
無
二

代
レ

歩
之
馬
一

、三
月
乏
二

聚
レ

粮
之
資
一

。
食
唯
半

菽
、
室
如
二

懸
磬
一

、
苦
心
清
節
、
従
レ

此
可
レ

知
。
不
レ

旌
二

此
人
一

、
無
二

以
激
勧
一

。
時

人
咸
称
二

亮
之
推
一
レ

賢
。
景
升
之
考
、
省
知
左
レ

最
。
官
至
二

青
刺
一

」

（
48
）	�
前
掲
注
（
5
）
論
文
。
た
だ
し
大
隅
氏
が
『
文
献
通
考
』
巻
三
九
選
挙
十
二
に
お
け

る
「
司
刑
太
常
伯
盧
承
慶
、
嘗
考
二

内
外
官
一

、
有
二

一
人
督
運
遭
レ

風
失
一
レ

米
。
承
慶

考
之
曰
、
監
運
損
レ

糧
、
考
中
下
。
其
人
容
色
自
若
、
無
言
而
退
。
承
慶
重
二

其
雅
量
一

、

改
注
曰
、
非
力
所
レ

及
、
考
中
中
。
其
人
既
無
二

喜
色
一

、
亦
無
二

愧
詞
一

。
又
改
曰
、
寵

辱
不
レ

驚
、
考
上
上
」
と
の
記
事
を
引
用
す
る
こ
と
に
疑
問
点
が
あ
る
。
同
じ
記
事
が

『
大
唐
新
語
』
や
『
新
唐
書
』
に
も
見
え
、
最
後
の
部
分
は
両
者
と
も
「
寵
辱
不
レ

驚
、

考
中
上
」
と
記
載
し
て
い
る
。『
文
献
通
考
』
の
官
名
が
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
改
易

後
の
司
刑
太
常
伯
（
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
復
旧
）
で
あ
る
点
は
評
価
で
き
る
。『
大

唐
新
語
』
の
同
部
分
は
「
盧
承
慶
為
二

吏
部
尚
書
一

、
総
章
初
、
校
二

内
外
官
考
一

」
と

あ
り
、
吏
部
尚
書
で
あ
る
点
と
総
章
（
六
六
八
～
六
七
〇
）
初
と
言
い
な
が
ら
、
吏

部
尚
書
を
使
用
し
て
司
列
太
常
伯
を
使
わ
な
い
点
に
問
題
あ
り
、
ま
た
『
新
唐
書
』

同
部
分
に
官
名
・
年
号
が
書
か
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
文
献
通
考
』
に
被

考
官
人
の
考
第
が
「
上
上
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
信
用
で
き
な
い
。「
上
上
」
と

い
う
異
常
な
考
第
は
『
旧
唐
書
』
巻
一
二
二
列
伝
七
二
路
嗣
恭
伝
の
「
考
績
為
二

天
下

最
一

」
及
び
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
三
二
天
宝
九
載
（
七
五
〇
）
冬
十
月
辛
未
条
の
安
禄

山
「
献
俘
八
千
人
」
な
ど
の
事
例
に
し
か
見
え
ず
、『
唐
会
要
』
巻
八
一
考
上
に
「
建

中
初
、
厳
震
為
二

興
鳳
両
州
団
練
使
一

、
理
行
為
二

山
南
第
一
一

、
特
賜
二

上
下
考
一

」
と

あ
る
よ
う
に
、
山
南
西
道
第
一
で
あ
る
厳
震
も
特
賜
上
下
考
で
あ
り
、
一
般
官
人
の

校
考
に
出
る
こ
と
は
考
え
難
い
。『
大
唐
新
語
』
や
『
新
唐
書
』
の
「
中
上
」
の
ほ
う

が
信
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

（
49
）	�

鐘
江
宏
之
「
公
式
令
に
お
け
る
「
案
」
の
保
管
に
つ
い
て
」（
池
田
温
編
『
日
中
律
令

制
の
諸
相
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
は
日
本
令
の
文
案
保
管
規
定
が
日
本
の
実

情
と
異
な
る
唐
の
実
態
を
踏
ま
え
、
そ
う
し
た
公
式
令
の
規
定
に
拘
束
さ
れ
ず
に
独

自
の
方
法
で
運
営
し
て
い
る
の
が
日
本
の
文
書
行
政
で
あ
り
、
日
本
の
実
態
に
即
し

て
い
な
い
部
分
が
日
本
令
に
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
。

（
50
）	�

吉
川
真
司
「
奈
良
時
代
の
宣
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、

初
出
一
九
八
八
年
）
は
唐
の
よ
う
な
案
巻
に
判
を
書
写
す
る
と
い
う
三
判
制
は
日
本

に
導
入
さ
れ
ず
、
口
頭
で
決
裁
し
官
司
内
部
の
責
任
区
分
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
ま
た

分
局
制
が
導
入
さ
れ
な
い
た
め
、
平
行
文
書
と
し
て
の
「
関
」
や
「
刺
」
が
な
く
、

次
官
が
通
判
官
と
し
て
の
機
能
が
果
た
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
鐘
江
・
吉
川
氏

の
論
を
受
け
、
矢
越
葉
子
「
日
本
古
代
文
書
行
政
の
特
質
」（
前
掲
注
（
45
）
著
書
）

は
こ
の
よ
う
な
唐
制
の
選
択
的
継
受
が
当
時
の
唐
令
に
お
け
る
全
体
と
し
て
の
体
系

性
へ
の
理
解
の
不
足
に
よ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
選
択
的
継
受
が
原
因
で
文
書
の
処

理
方
法
や
機
能
が
独
自
的
に
創
出
さ
れ
た
と
論
じ
た
。

（
51
）	�

養
老
考
課
令
3
～
6
善
条
。
な
お
徳
義
、
清
慎
、
公
平
三
善
の
集
解
は
ほ
ぼ
中
国
の

故
実
の
引
用
で
、
実
務
上
に
お
け
る
議
論
は
な
か
っ
た
。

（
52
）	�『
令
集
解
』
考
課
令
6
恪
勤
善
条
穴
記
「
恪
勤
、
謂
開
門
前
上
、
閉
門
後
下
、
即
此
善

耳
」
と
あ
り
、
当
条
の
評
価
は
行
事
数
よ
り
勤
務
時
間
を
重
視
す
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
前
掲
【
史
料
十
二
】
に
て
「
二
百
紙
劣
、
三
百
紙
優
、
何
合
同
階
」
と
議

論
さ
れ
た
が
、
文
書
や
木
簡
な
ど
の
実
例
か
ら
そ
の
よ
う
な
差
異
は
考
第
へ
の
影
響

が
ほ
ぼ
な
い
。【
史
料
十
二
】
は
あ
く
ま
で
考
課
文
書
の
記
載
内
容
を
知
る
史
料
で
あ

り
、
式
部
省
の
考
第
審
査
に
つ
い
て
の
議
論
は
実
際
の
処
理
と
は
違
う
点
に
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

（
53
）	�

瀧
川
政
次
郎
「
紫
微
中
台
考
」（『
法
制
史
研
究
』
四
、一
九
五
四
年
）、土
田
直
鎮
「
奈

良
時
代
に
於
け
る
律
令
官
制
衰
頽
に
関
す
る
一
研
究
」（『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）、
吉
川
真
司
前
掲
（
50
）
著
書
、
同
『
律
令
体
制
史
研

究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
54
）	�

厳
耕
望
「
論
唐
代
尚
書
省
之
職
権
与
地
位
」（『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

二
四
、一
九
五
三
年
）、
劉
後
濱
『
唐
代
中
書
門
下
体
制
研
究
』（
斉
魯
書
社
、

二
〇
〇
四
年
）。

付
記

	
　

本
稿
は
令
和
四
年
一
月
十
三
日
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
第
三
章
第
二
節
を
中
心

に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
後
に
「
唐
開
元
二
年
四
月
十
一
月
西
州
都
督
府
牒

蒲
昌
府
為
李
綰
替
王
温
玉
游
弈
及
索
才
赴
州
事
」（
陳
国
燦
、
劉
永
増
編
『
日
本
寧
樂

美
術
館
藏
吐
魯
番
文
書
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
六
〇
～
六
一
頁
）
に
触
れ
、
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本
稿
で
扱
っ
た
「
唐
開
元
五
年
考
課
牒
草
」
に
お
け
る
「
游
弈
」
と
関
わ
る
の
で
、

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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【
表
１
】　
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
考
課
関
係
の
上
日
報
告
文
書

№
題
名

宛
先

分
類

期
間

日
付

書
止

出
典

備
考

1
皇
后
宮
職
移

図
書
寮

ABC
1

天
平
三
年
八
月
十
日

故
移

一
442

二
四

11
と
同
じ
文
書

2
皇
后
宮
職
移

図
書
寮

ABC
1

天
平
三
年
八
月
十
日

ナ
シ

一
443

1
と
同
じ
内
容

3
皇
后
宮
職
移

中
務
省

AC
3

天
平
三
年
八
月
十
日

ナ
シ

一
444

宛
先
が
図
書
寮
ヵ

4
皇
后
宮
職
解
　
申
書
（
生
）
上
日
事

中
務
省
？

ABC
1

天
平
三
年
八
月
十
日

謹
〔
以
〕
解

一
444

5
皇
后
宮
職
解
　
申
書
生
上
日
事

中
務
省
？

ABC
1

天
平
四
年
八
月

以
解

一
449

6
皇
后
宮
職
解
　
申
書
生
上
日
事

中
務
省
？

ABC
3

天
平
五
年
七
月
二
十
日

謹
解

一
474

「
謹
解
」
が
誤
記
ヵ

7
皇
后
宮
職
牒
　
書
生
上
日
事

不
明

ABC
3

天
平
五
年
七
月
三
十
日

ナ
シ

一
474

8
皇
后
宮
職
移

図
書
寮

AC
1

天
平
五
年
八
月
十
一
日

ナ
シ

一
476

9
皇
后
宮
職
解
　
申
上
日
事

太
政
官
？

AC
3

天
平
五
年
八
月
十
五
日

謹
解

一
477

10
皇
后
宮
職
移

監
物

ABC
3

天
平
五
年
八
月
十
六
日

ナ
シ

一
478

11
皇
后
宮
職
移

右
京
職

AC
3

不
明
（
天
平
五
年
八
月
？
）

故
移

一
478

12
皇
后
宮
職
移

民
部
省

AC
3

天
平
五
年
八
月
二
十
八
日

故
移

一
479

13
皇
后
宮
職
解
　
上
日
事

不
明

AC
3

天
平
五
年
九
月
八
日

ナ
シ

一
480

14
皇
后
宮
職
移

監
物

AC
3

天
平
六
年
八
月
五
日

故
移

一
585

15
皇
后
宮
職
移

図
書
寮

AC
3

天
平
六
年
八
月
十
日

故
移

一
585

最
初
二
人
上
日
、
写
紙
の
み
、
数
字
な
し

16
皇
后
宮
職
移

図
書
寮

AC
3

天
平
七
年
七
月
二
十
九
日

故
移

一
628

17
皇
后
宮
職
移

兵
部
省

AC
3

天
平
七
年
八
月
九
日

故
移

一
629

18
皇
后
宮
職
解

太
政
官

AC
3

天
平
七
年
八
月
十
一
日

ナ
シ

一
629

案
文
ヵ

19
写
経
司
解
　
申
舎
人
上
日
事

皇
后
宮
職
？

A
2

天
平
十
一
年
正
月
二
十
九
日

ナ
シ

二
155

天
平
十
三
年
、
写
経
所
と
改
称

20
皇
后
宮
職
移

式
部
省

AC
3

天
平
十
一
年
八
月
十
四
日

故
移

二
181

21
勇
女
所
解
　
申
請
舎
人
上
日
事

皇
后
宮
職
？

A
2

天
平
二
十
年
八
月
二
十
四
日

以
解

三
112

22
皇
后
宮
職
牒

東
大
寺

A
3

天
平
二
十
年
十
月
十
八
日

故
牒

三
124

23
経
師
上
日
帳

－
ABC

1
天
平
勝
宝
二
年
？

－
三

280
24

経
師
上
日
帳

－
B

1
天
平
勝
宝
三
年
？

－
三

426
25

造
東
寺
司
移

式
部
省

AC
3

天
平
宝
字
二
年
八
月
十
八
日

以
移

四
288

26
経
師
画
工
等
上
日
案

－
B

1
天
平
宝
字
三
年
？

－
四

297
27

造
東
寺
司
移

右
大
舎
人
寮

A
3

天
平
宝
字
二
年
九
月
十
日

故
移

四
312

28
東
寺
写
経
所
解
　
申
九
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
二
年
九
月
三
十
日

以
解

四
326

29
東
寺
写
経
所
解
　
申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
十
八
日

以
解

四
348

30
作
石
山
寺
所
解
　
申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
正
月
三
十
日

以
解

五
34

前
の
文
書
の
修
正

31
造
石
山
寺
所
解
　
申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
正
月
二
十
八
日

以
解

五
73

32
造
東
大
寺
司
告
朔
解

太
政
官

A
2

天
平
宝
字
六
年
三
月
一
日

謹
解

五
125

33
造
東
大
寺
司
告
朔
解

太
政
官

A
2

天
平
宝
字
六
年
四
月
一
日

謹
解

五
188

34
造
石
山
院
所
解
　
申
〔
雑
色
人
等
〕
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
四
月
二
十
七
日

以
解

五
206

35
石
山
院
奉
写
大
般
若
所
牒

竪
子
所

A
3

天
平
宝
字
六
年
五
月
十
四
日

以
牒

五
231
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36
石
山
院
奉
写
大
般
若
所
牒

竪
子
所

A
3

天
平
宝
字
六
年
五
月
十
七
日

以
牒

五
232

35
と
同
じ
内
容
、
期
間
・
上
日
数
修
正

37
造
石
山
院
所
解
　
申
七
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
七
月
二
十
五
日

以
解

五
256

38
石
山
院
奉
写
大
般
若
所
牒

竪
子
所

AC
3

天
平
宝
字
六
年
八
月
四
日

以
牒

五
260

35、
36
と
同
じ
内
容

39
経
所
解
　
申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
十
二
月
三
十
日

以
解

五
309

40
経
所
解
　
申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
二
十
九
日

以
解

五
333

41
造
東
大
寺
司
告
朔
解

太
政
官

A
2

天
平
宝
字
七
年
正
月
三
日

謹
解

五
375

42
経
所
解
　
申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
二
月
三
十
日

以
解

五
385・

399
43

経
所
上
日
解

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
六
月
三
十
日

以
解

五
448

44
東
大
寺
奉
写
経
所
上
日
注
進
文

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
七
月
十
三
日

ナ
シ

五
452

45
経
所
解
　
申
七
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
七
月
二
十
一
日

ナ
シ

五
453

46
造
東
大
寺
司
上
日
解

太
政
官
？

－
－

不
明

－
五

465
告
朔
解
ヵ

47
経
所
並
吉
祥
悔
過
所
上
日
解
案

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
八
年

以
解

五
468

一
年
間
数
か
月
の
月
別
上
日

48
造
東
大
寺
司
移

内
竪
所

AC
3

天
平
神
護
元
年
正
月
十
三
日

以
移

五
513

道
鏡
の
宣
に
よ
り
、
奉
写
大
般
若
経
期
間
中
の

上
日
と
行
事
、
十
七

1
～

3
に
再
録

49
造
東
大
寺
司
移

左
大
舎
人
寮

AC
3

天
平
神
護
元
年
正
月
十
三
日

以
移

五
513

50
造
東
大
寺
司
移

式
部
省

AC
3

天
平
神
護
元
年
正
月
十
三
日

以
移

五
513

51
造
東
大
寺
司
移

散
位
寮

AC
3

天
平
神
護
元
年
正
月
十
三
日

以
移

五
513

52
奉
写
一
切
経
所
解
　
申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

神
護
景
雲
四
年
九
月
二
十
九
日

以
解

六
84

同
年
に
司
か
ら
所
に
戻
さ
れ
る

53
写
経
司
舎
人
等
上
日
帳

－
A

2
天
平
十
年
閏
七
月
二
十
九
日

－
七

183
54

経
師
上
日
帳

－
B

1
天
平
十
一
年
八
月
二
十
九
日

－
七

411
～

418
55

経
師
上
日
帳

－
B

2
天
平
十
一
年
九
月

－
七

419
56

写
一
切
経
所
経
師
上
日
帳

－
B

3
不
明

－
八

127
57

経
師
等
上
日
帳

－
ABC

1
天
平
勝
宝
元
年
八
月

－
十

335・
368

58
経
師
上
日
帳

－
ABC

3
天
平
勝
宝
元
年
八
月

－
十

640
59

写
書
所
解
　
申
舎
人
等
六
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
勝
宝
四
年
六
月
二
十
七
日

ナ
シ

十
二

312
60

写
書
所
解
　
申
舎
人
等
六
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
勝
宝
四
年
六
月
二
十
七
日

ナ
シ

十
二

314
59
の
案
文

61
経
師
校
生
装
潢
上
日
案
帳

－
B

1
天
平
勝
宝
五
年
七
月

－
十
二

363・
375

62
写
経
所
経
師
以
下
上
日
帳

－
B

1
天
平
勝
宝
七
歳
七
月

－
十
三

105
63

写
経
所
経
師
以
下
上
日
帳

－
B

1
天
平
勝
宝
九
歳
七
月

－
十
三

202
64

経
師
校
生
装
潢
上
日
帳

－
B

1
天
平
宝
字
二
年
七
月

－
十
三

226
65

造
東
寺
司
移

木
屋
坊

AC
3

不
明
（
天
平
宝
字
二
年
七
月
二
十
九
日
？
）

ナ
シ

十
三

478
66

造
東
寺
司
移

刑
部
省

AC
3

天
平
宝
字
二
年
八
月
十
八
日

故
移

十
三

486
67

造
東
寺
司
移

刑
部
省

AC
3

天
平
宝
字
二
年
八
月
十
八
日

故
移

十
三

486
66
の
案
文
、
異
筆
で
「
不
用
」

68
造
東
大
寺
移

仁
部
省

AC
3

天
平
宝
字
二
年
十
月
二
十
六
日

故
移

十
四

211
69

東
寺
写
経
所
解
　
申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

AC
3

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
一
日

以
解

十
四

212
70

写
書
所
解
　
申
十
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
二
年
十
月
二
十
八
日

以
解

十
四

213
71

東
寺
写
経
所
移

弾
正
台

AC
3

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
二
日

以
移

十
四

219
72

造
東
大
寺
司
写
経
所
移

節
部
省

AC
3

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
二
日

以
移

十
四

220
73

東
大
寺
写
経
所
移

左
京
職

AC
3

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
二
日

以
移

十
四

221
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74
東
寺
写
経
所
移

礼
部
省

AC
3

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
三
日

以
移

十
四

221
75

東
寺
写
経
所
解
  申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
十
八
日

以
解

十
四

258
76

写
書
所
解
  申
十
一
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
二
十
九
日

以
解

十
四

267
77

造
東
寺
司
写
経
所
移

文
部
省

AC
3

天
平
宝
字
三
年
七
月
十
日

以
移

十
四

280
78

経
所
牒

造
物
所

A
3

天
平
宝
字
四
年
七
月
二
十
八
日

故
牒

十
四

361
79

写
書
所
（
解
）

造
東
大
寺
司
？

A
－

不
明

ナ
シ

十
四

362
80

写
書
所
解
  申
六
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

不
明

ナ
シ

十
四

364
81

経
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

不
明

以
解

十
四

364
82

経
所
解
  申
二
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
四
年
二
月
二
十
九
日

ナ
シ

十
四

368
83

東
寺
奉
写
経
所
解
  申
二
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
四
年
二
月
二
十
九
日

以
解

十
四

368
84

東
寺
写
経
所
  申
三
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

不
明

以
解

十
四

375
85

東
寺
奉
写
経
所
解
  申
四
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
四
年
四
月
十
七
〔
六
〕
日

以
解

十
四

383
86

舎
人
等
上
日
注
文

－
B

3
天
平
宝
字
四
年

－
十
四

394
87

東
寺
奉
写
経
所
解
  申
潤
四
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
四
年
潤
四
月
二
十
九
日

ナ
シ

十
四

395
88

東
寺
奉
写
経
所
解
  申
五
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
四
年
五
月
二
十
九
日

以
解

十
四

396
89

東
寺
奉
写
経
所
解
  申
六
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
四
年
六
月
二
十
九
日

以
解

十
四

405
90

東
寺
奉
写
経
所
移

仁
部
省

A
3

天
平
宝
字
四
年
七
月
二
十
日

故
移

十
四

411
91

経
所
牒

造
物
所

A
3

天
平
宝
字
四
年
七
月
二
十
九
日

故
牒

十
四

415
92

奉
写
一
切
経
所
解
  申
上
日
并
行
事
事

造
東
大
寺
司
？

AC
3

天
平
宝
字
五
年
五
月
九
日

以
解

十
五

56
93

奉
写
一
切
経
所
上
日
帳

－
A

－
不
明

－
十
五

132
94

造
石
山
寺
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
正
月
二
十
八
日

以
解

十
五

145
95

造
石
山
寺
所
解
  申
〔
今
月
〕
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
三
月
二
十
六
日

以
解

十
五

175
96

造
石
山
寺
所
解
  申
〔
雑
色
人
等
〕
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
四
月
二
十
七
日

以
解

十
五

192
97

造
石
山
院
所
上
日
文
案

不
明

A
2

天
平
宝
字
六
年
四
月
二
十
七
日

ナ
シ

十
五

193
98

奉
写
石
山
院
大
盤
〔
般
〕
若
所
牒

右
大
舎
人
寮

A
2

天
平
宝
字
六
年
四
月
二
十
七
日

以
牒

十
五

194
「
未
送
」
と
注
記

99
石
山
院
奉
写
大
般
若
所
牒

竪
子
所

A
3

天
平
宝
字
六
年
五
月
十
四
日

以
牒

十
五

204
100

石
山
院
奉
写
大
般
若
所
牒

竪
子
所

A
3

天
平
宝
字
六
年
五
月
十
七
日

以
牒

十
五

209
99
の
案
文

101
石
山
院
牒

造
物
所

A
3

天
平
宝
字
六
年
五
月
二
十
三
日

ナ
シ

十
五

211
102

造
石
山
院
所
解
  申
進
上
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
五
月
二
十
七
日

以
解

十
五

212
103

造
石
山
院
所
解
  申
六
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
六
月
二
十
七
日

以
解

十
五

217
無
送
所
人
二
人
の
注
記

104
造
石
山
院
所
解
  申
七
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
七
月
二
十
五
日

以
解

十
五

230
105

石
山
院
奉
写
大
般
若
所
牒

竪
子
所

AC
3

天
平
宝
字
六
年
八
月
四
日

以
牒

十
五

234
106

石
山
院
奉
写
大
般
若
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
九
月
三
十
日

以
解

十
五

245
107

石
山
院
奉
写
大
般
若
所
解
  申
十
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
十
月
二
十
八
日

ナ
シ

十
五

247
108

勢
多
庄
領
解
  申
進
上
日
事

造
石
山
寺
所
？

A
3

天
平
宝
字
六
年
二
月
三
十
日

以
解

十
五

356
109

奉
写
勅
勅
旨
大
般
若
経
所
移

文
部
省

AC
3

天
平
宝
字
六
年
九
月
二
日

以
移

十
六

1
110

奉
写
勅
旨
大
般
若
経
所
移

左
大
舎
人
寮

AC
3

天
平
宝
字
六
年
九
月
二
日

以
移

十
六

1
111

奉
写
勅
旨
大
般
若
経
所
移

散
位
寮

AC
3

天
平
宝
字
六
年
九
月
二
日

以
移

十
六

2
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112
奉
写
一
切
経
所
移

散
（
位
）
寮

AC
3

不
明

ナ
シ

十
六

3
113

経
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
十
二
月
三
十
日

以
解

十
六

108
114

経
所
（
解
ヵ
）

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
二
十
九
日

ナ
シ

十
六

175
紙
継
目
に
異
筆
で
「
不
用
」

115
経
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
六
年
閏
十
二
月
二
十
九
日

以
解

十
六

176
紙
継
目
に
異
筆
で
「
不
用
」

116
経
所
解
  申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
正
月
三
十
日

以
解

十
六

326
無
送
所
人
の
注
記

117
東
寺
奉
写
大
般
若
経
所
牒

御
書
所

A
2

天
平
宝
字
七
年
正
月
三
十
日

以
牒

十
六

327
118

東
大
寺
奉
写
経
所
牒
〔
移
〕

御
書
所

A
2

天
平
宝
字
七
年
三
月
二
十
九
日

以
牒
〔
以
移
〕

十
六

328
119

経
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
四
月
二
十
九
日

以
解

十
六

328
120

東
大
寺
奉
写
経
所
移

御
書
所

A
2

天
平
宝
字
七
年
四
月
二
十
九
日

以
移

十
六

330
121

東
大
寺
奉
写
経
所
（
移
ヵ
）

御
書
所
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
六
月
三
日

ナ
シ

十
六

330
122

経
所
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
六
月
三
十
日

以
解

十
六

331
123

経
所
解
  申
七
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
七
月
二
十
一
日

ナ
シ

十
六

331
124

東
大
寺
奉
写
経
所
（
移
ヵ
）

御
書
所
？

A
2

天
平
宝
字
七
年
七
月
十
三
日

ナ
シ

十
三

332
125

経
所
解
  申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
宝
字
七
年

ナ
シ

十
六

332
～

334
47
は
こ
の
文
書
に
連
続

126
奉
写
大
集
経
経
師
等
上
日
注
文

－
AC

3
不
明

－
十
七

12
127

奉
写
経
所
解
  申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

不
明

以
解

十
八

210
128

奉
写
一
切
経
所
解
  申
今
月
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

宝
亀
六
年
三
月
二
十
九
日

以
解

二
三

429
129

皇
后
宮
職
移

図
書
寮

AC
3

天
平
三
年

ナ
シ

二
四

12
130

皇
后
宮
職
移

散
位
寮

AC
3

不
明

ナ
シ

二
四

13
131

皇
后
宮
職
移

散
位
寮

B
3

不
明

故
移

二
四

13
退
任
者
の
上
日

132
写
経
司
上
日
文
案

－
B

3
不
明
（
天
平
十
一
年
ヵ
）

－
二
四

95
133

（
写
）
経
司
解
  申
舎
人
上
日
事

皇
后
宮
職
？

A
2

不
明
（
天
平
十
一
年
ヵ
）

ナ
シ

二
四

113
134

経
師
等
上
日
帳

－
ABC

1
不
明

－
二
四

517
57
の
一
部
の
可
能
性
あ
り

135
不
明

不
明

A
2

天
平
勝
宝
二
年
八
月
二
十
八
日

以
解

二
五

132
136

不
明

不
明

A
2

不
明

以
解

二
五

145
137

不
明

不
明

A
2

天
平
勝
宝
八
歳
二
月
二
十
七
日

以
解

二
五

146
138

造
大
殿
所
解
  申
二
月
中
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
勝
宝
八
歳
二
月
二
十
七
日

以
解

二
五

147
139

造
講
堂
所
解
  申
二
月
中
史
生
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
勝
宝
八
歳
二
月
二
十
七
日

以
解

二
五

147
140

不
明

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
勝
宝
六
年
二
月
三
十
日

以
解

二
五

161
141

西
市
庄
解
  申
上
日
事

造
東
大
寺
司
？

A
2

天
平
勝
宝
六
年
二
月
三
十
日

以
解

二
五

162
・
宛
先
：「
－
」
は
宛
先
が
な
い
文
書
、「
？
」
は
推
測
の
宛
先
。
解
文
に
は
宛
先
が
明
記
さ
れ
な
い
た
め
、
明
確
に
太
政
官
宛
の
「
謹
解
」
が
付
く
文
書
以
外
す
べ
て
「
？
」
と
す
る
。

・
分
類
：

A
は
上
日
数
の
合
計
が
書
か
れ
る
文
書
、

B
は
月
別
の
上
日
数
が
書
か
れ
る
文
書
、
Ｃ
は
行
事
が
書
か
れ
る
文
書
。
複
数
の
場
合
は
複
数
の
内
容
が
含
ま
れ
る
文
書
。

・
期
間
：

1
は
一
年
間
の
記
録
、

2
は
一
ヶ
月
間
と
明
記
ま
た
は
一
ヶ
月
間
と
思
わ
れ
る
記
録
、

3
は
不
特
定
期
間
の
記
録
。

・
書
止
：「
－
」
は
書
止
が
な
い
文
書
、「
ナ
シ
」
は
書
止
部
分
が
残
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
。

・
出
典
は
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）』、
漢
字
は
巻
数
、
数
字
は
頁
数
。（
　
）
内
の
文
字
は
推
測
で
補
っ
た
文
字
、〔
　
〕
内
は
傍
書
の
文
字
。


